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金研自己評価あれこれ

結晶欠陥物性学研究部門 角 野 浩 二

1.こ との起こり2.自 己評価の もつ問題点 一 自己評価 は必要

平成3年 から4年 にかけて,全 国の各大学で自 か?一

己評価が差 し迫った問題として取り上げられるよ 大学の社会に対する責任とは,人 類の将来のた

うになった。そのきっかけは平成3年2月8日 に めに,教 育研究活動を通 じて人類の学問と文化を

大学審i議会が文部省に対 して大学の自己点検 ・評 伝承し,発 展させることであるとするのが世の中

価の実施の勧告を答申し,そ れを受けて,同 年 ア に広く受け入れられている考えであろう。そのよ

月に改正された 『大学設置基準」(文部省令)の 中 うな大学の社会的責任を考えれば 大学は常に教 璽

に,大 学に対し教育研究活動等の状況について自 育 ・研究の水準の向上 ・発展に努めなければなら

ら点検及び評価を行うことに努めるよう求める項 ないのは当然であり,そして,それは随時,教育 ・

が記載されたことのようである。金研でも平成3研 究の現状を把握 ・点検してそれに対する評価を

年M月 の教授会で所内自己評価検討委員会(以 下 行い,必 要な改善を施すことによってはじめて期

では検討委員会と略記)が 設けられ,そ こから平 待することができると書えるのはごく自然なこと

成4年4月 に教授会に対して所内自己評価委員会 である。一方で,学 問や研究は,時 の権力など外

(以下では委員会と略記)を 設置することが答申 部からの圧力の影響を受けない自由なものであっ

された。一方,東 北大学でも平成4年2月 に東北 てこそ,は じめてその健全な発展が保証されると

大学自己評価等検討委員会が設置され,そ こが平 いう原則がある。そこで,大 学の点検 ・評価は各

成4年/0月20日 に評議会に対して東北大学自己点 大学で自主的に行われるべきであるという観点か

検及び自己評価に関する規定の設定を答申し,さ ら,自 己評価という概念が浮上して来ることにな

らに藁北大学自己評価委員会と自己評価専門委員 る。以上が大学の自己評価なる考えの根本思想で

会を設置することを提案した。それらの委員会は あろう。ところで,自 己評価書の作製なる作業を

同年12月に発足した。 実際に実行してみると,自 己評価そのものが大学

検討委員会の答申に基づき金研教授会では委員 の活動にとって必要不可欠なものであるにもかか

会を設置し,委員長には欠席裁判で私が選ばれた。 わらす㍉それを省令によって制度化することが自`

委員会では検討委員会での議論を踏まえて,自 己 己評価の理念には必すしも直結せず,反 って無用

評価すべき事項を検討し,必 要な資料を収集する な混乱を引き起こし,場 合によっては教育 ・研究

ために,所 の各種委員会,研 究室,研 究施設,技 活動を阻害するという皮肉な結果をもたらす危険

術部,及 び事務部にアンケート調査を実施するこ 性を含んでいる側面が浮かび上がってきた。

と,ま た,最 初の自己評価報告書としては本所が 金研の場合で考えてみよう。金研では教授会の

全国共同利用研究所に改組した/98ア年度から1992中 に常置委員会として,将 来計画委員会や人事体

年度までの6年 間に関するものをまとめて作成し 制検討委員会,ま た,非 常置委員会として随時,

て出版し,そ の後,各 年度毎に逐次的に報告書を 部門性格決定委員会,教 授ないし助教授等推薦選

出版していくことを決めた。なお,この自己点検 ・ 考委員会が活動しており,そ の検討結果が教授会

評価に関する作業量が将来にわたって膨大になる に報告されている。いずれの委員会の議論も各時

ことが予想されたので,平 成5年7月 の教授会に 点での自己評価を基盤とせざるをえず,し たがっ

おいて広報室を充実してこの業務にあたらせるこ て,そ れをまずやった上で所の将来のあるべき姿

とを決め,9月 に小野瀬助手をそこに配置した。 を検討している。自己評価など外からとやかく言
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われなくても,何 時でもちゃんとやっているので 員会に為されることになった。

ある。 金研の各研究部門,研 究施設,ま た研究者個人

個々の研究者や研究グルー一プによる研究でも,に 対して為されたアンケートでも,上 の点を強く

それを開始したり,継 続するさいに,従 来の外部 意識した回答がほとんどであったと言って良いで

ならびに自分の研究の流れとそれに対する自分な あろう。すでに述べたように,各 研究者は許され

りの評価,将 来への発展牲,そ れに自分に可能な た研究環境の中でベストを尽くしていると信じて

予算,人 員等を周到に考えないで研究を開始した いるから,自 己評価といっても良い評価結果しか

り,継 続したりすることはありえない。換言すれ 回答として返ってこないし,そ の良い評価をいか

ば,研 究は,そ の本質として,自 己評価なしには に大袈裟に表現するかに頭をしぼった様子が読み

実行することができないものである。研究の成果 取れる回答が多い。研究室や研究者個人によって

は毎年出版される研究論文リスト,各 研究施設の どんな種類のことをどのようにアッピールするか

実績報告書,何 らかの種類のプロジェクト研究が は千差万別であるから,ア ンケートの結果を委員

行われた場合にはその報告書として膨大な量のも 会でまとめることは至難の技となり,そ れに莫大

のが刊行されている。そのようなものをまとめ直 なエネルギーと時間を費やすことを余儀なくされ

すのにどのような意味があろうか?る ことになる。委員会からはまとめ易くするよう

もっと根本的な問題として,教育・研究の向上 ・ に各研究室や研究者個人に対して回答を書き直す

発展のための大学の点検 ・評価は,そ れが真に客 ことが要請され,研 究者の側でもそれに膨大な労

観的立場に立ったものでない限り意味をなさない 力と時間が費やされることになる。そして,そ の

ということがある。自己評価ではそのことが可能 結果は自己評価の当初の目的である,教 育'研 究

であろうか?み んなが自分は自分のベストを尽く の水準の向上 ・発展に余り寄与しないばかりか,

して研究していると確信しているのである。教育 研究者から本来研究に費やすべきエネルギーと時

に関しても事情は同じであろう。客観的立場から 間を奪い去ってしまう。省令化というものの極め

の評価は外部評価によってのみ可能である。自己 て有害な側面をここに感じざるをえないのであ

評価の結果はあくまで外部に公表するべき性質の る。このような矛盾は,時 間を経て,要 領よく自

ものではなく、大学あるいはそれに所属する個人 己評価報告書をまとめる方法が確立された後には

が自己反省するための資料として捉えられるべき ある程度解消されると思われるが,そ れでも,特

ものであると私は考える。自ら何時も点検 ・自己 に金研の場合,本 来やるべきことが犠牲になると

評価をやっていると自負している場合には,殊 更 いう感は免れないし,ま た,所 詮,自 己評価は客

あらためて自己評価書など作製する勘要などない 観的なものではないから,本 来の評価の目的には
「 はずである

。 適わないということが出来よう。金研や栗北大学

以外の研究所や大学の人達からも,省 令により自

3.自 己評価の評価 己評価をやらなくてはならなくなったために,た

自己評価を実施することが省令に書かれたこと だでさえ事務処理すべきことが増えて不足してき

によって何が起きたかを述べよう。省令に書かれ ている時間が更にこのことに取られ,教 育や研究

た以上,自 己評価書を作製したか,し なかったか に割く時間が少なくなったという悲鳴をしばしば

ということ,ま た,そ の中に書かれた内容が各大 耳にする。何故このような馬鹿げたことが起きる

学,部 局,研 究者個人に対する文部省の評価の資 のだろうか(?

料となり,そ の結果が概算要求等の予算要求の採 大学の教育 ・研究活動を不断に向上させ,将 来

択の成否に重要な影響を与えるのではないかとい に向けて発展させるためには,大 学の定常的な点

う考えが大学当事者の間で支配的になったのであ 検と評価,そ して,そ の結果に基づく思いきった

る。このような意識は特に文部省と予算折衝に当 施策とその実行が必要である。しかし,大 学の自

たる立場の人たちに強く,期 限を切って自己評価 己評価はそれに適した方法であるとは思えない。

報告書を作製し,印 刷 ・出版せよという要詰が委 評価は外部の専門家によって客観的に行われるべ
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きである。大学の自治と評価は別物である。大学 たしている役割を認識し,将 来の可能性を探る,

はそのような外部からの評価 を恐れてはならな こうした一連のプロセスを 「自己評価」と解釈し

い。納得出来る評価は素直に受け入れるべきであ たい。

ろうし,も し納得出来ない評価が下された場合に 部門や個人は金研にとって器官や,組 織や,細

はそれに対 して正面から議論を挑むべきである。 胞のようなものである。胃や腸や心臓や肝臓や手

足が一斉に自己主張し,ど ちらが優れているかを

4,エ ピローグ 競ったり,あ るいは身体中の細胞が一斉に脳細胞

この小文を書くに当たって,ア ンケート結果を への変身を試みたなら,「金研』という有機体は化

取りまとめている小野瀬助手に取りまとめの感想 け物にしか見えないだろう。よって,こ こでいう

を訊いた。以下は彼女が書いてくれたものの内容 自己評価は,自 己(金 研)の 構成要素として異な

の一部である。大変示唆に富み,面 白いので紹介 った性格を持ち,異 なった役割を果た している

する。 個々の部門や個人の間に上下の格差をつけるもの

自己評価とは何か?こ の場合の自己評価の自己 であってはならないはずである。

とは各部門や研究者個人ではなく,「金研全体」と アンケートには研究周辺の多様なデータが含ま 曜

して捉えるべきであろう。金研という有機体の特 れていた。これらのデータの収集は,正 確であれ

色をつかむためには,そ れを構成 している器営(研 ば,研 究に関する種々の側面の活性度を証明する

究部門,研 究施設,技 術室,事 務部など)や,時 ものとして意味があると思われる。一方,自 己「評

には器官を構成 している細胞(個 人)に 関するヂ 価」の目的からは研究の 「質」の評価も重要だろ
一タが必要である。また,そ の有機体が何をどの う。しかし,今 回のアンケート取りまとめの結果

ように取り込み,何 を吐き出し,何 を生み出し,か らは,研 究の 「質』を推し量ることは殆ど不可

周りにどんな影響を及ぼしているかを知るための 能である。この点については次のステツプとして,

データも必要である。そこから自己(金 研)の 果 、然るべき所で考えて頂きたいと思う。

研究環境,国 際交流雑感

昨年4月 から9月 まで,金 研の客員として月に ことができた。

1度鈴木研究室を訪れ,実 験,談 話会,討 論等で 私は久しぶりに何度か,学 生さんや隅山先生,

大変お世話になった。実験では電界放射型電子銃 技官の若生さん方と,タ 食を食べに夜の街に出か

を備えた新しいタイプの電子顕微鏡をオペレート けたりし,す っかり,若 い頃の雰囲気に浸ること

させて頂いた。この電子顕微鏡はわが国の大学,が できた。東京工大の助手時代は夜,よ く夜食を

特に材料研究関連の研究室で最初に導入された高 食べに大岡山の街に仲間と出かけていたが,や は

分解能型のものであり,このタイプの電顕は今後,り,研 究室を出て5分 以内で夜食,タ食(酒も?)

ナノ材料の構造解析の有力な武器として不可欠な にありつける環境というのは実にうらやましい限

存在に成長して行くはずである。実験としては,り である。これは街中にある大学の大きなメリッ

主に,SiO系 のアモルファス材料の分解過程での トである。私の大学は長岡の市街からバスで25分

構造変化を調べる内容のものであり,ス クツフの の丘の上にあり,周 辺は畑と林である。市街地調

皆様のご協力もあって,微 力ながらお手伝いする 整区域とかで静かなのは良いが,周 囲に食堂,喫
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茶店等は全くないため,夜 食の場合は車で出かけ ころで,外 国の研究者,学 生を迎え入れるに当た

る。大学が教育機関とともに,研 究機関としても っては,わ が国が自由圏にしては極端に閉鎖的で

充実するためには,「食,住 」の環境の整備は非常 あることから,在 留資格証明のための書類つ く

に重要である。われわれの長岡技術科学大学も開 り ・日ヨ詰,送 迎等で,教 官は入国管理局,空 港へ

学/5年 が過ぎ,新 学科の設置(生 物機能工学科,足 を運び,大 変であると聞いており,鈴 木先生,

環境システム工学科が設置された),大 学院博士課 隅山先生もいろいろご苦労されていると思う。私

程の設置が終わっている。より良い環境つくりが も 今 回,学 振 の 外 国 人 研 究 者(Post-DOC一

今後の課題の一つである。 七〇ral)と その家族を迎えることになり,入 国手続

ちようど同じ時期に,ド イツのマーブルグ大学 きや,家 族を迎える準備で右往左往 している。わ

からFム ンゼル教授が見えており,ま た,†専士研 が国の大学の国際化は加速されつつある。われわ

究員,博 士課程学生として,中 国,ド イツ,エ ジ れの回りの大学 ・研究機関で,外 国の研究者,学

ブ ト,韓 国と,外 国から受け入れておられ,飛 び 生の最も多い機関の一つである東北大の先生方の

交う愉快な会話,大 声でのジョークが,鈴 木研究 どなたか,学 会報等を通じて,外 国の学者,学 生,

室の明るい雰囲気と国際性を象徴 していた。上述 家族の迎え入れ,滞 在に際 しての,「最も無駄のな

した研究環境 「食,住 」の備わった仙台の特に片 い手続き方法」を無駄の実例等も交えて,ケ ース

平地区に位置する東北大の研究所は,外 国の研究 毎にまとめて解説してくだされば大変ありがたい

者,留 学生には大変魅力的な研究所であろう。 と のだが,最 後にはお願いになってしまいました。

1mpressions叩on

Departure

JohnH.Weaver

MaryandIwouldliketothankthemanyWithoutdoubt,thisextendedvisitwillbe

peopleatIMRwhocontributedtoourstayinfollowedbycollaborationsthatwillreachinto

Japan,mostnotablyProfessorNishina,Profes・thefuture,buildingonthetiesthathavebeen

・sorSakurai
,ProfessorHashizume,andDr.established・InconjunctionwiththeSakurai

Hono.Wehavelearnedagreatdealfromsogroup,wewillundertakedetailedトscientific

manyandwehaveappreciatedtheirpatience.investigationsofthestructuralpropertiesofthe

Timehasgonebytooswiftly,AsIhaveGaAs(100)surfaceasitisetchedusinghalogen

saidtomanycolleagues,wehavefeltthatourmolecules.Thisisadirectionthatweestab-

sabbaticalinSendaihasbeenaonce-in-a-life-lishedthiswinter,anditislikelytobeonethat

timeopportunity,andwewouldliketodoitcontinuesforseveralyears.Certainly,thechal-

twice!WehavehadthechancetotravelwidelyIengesaresignificantandtherelevanceisvery

inJapan,visitingmanylaboratoriesanduni-realforsemiconductorprocessing.

versities.Ateachplace,ourhostshavebeenThankyou,oneandall,forastimulating

mostgracious,andwethankthem.Iwishweexperience.Ihopetoseemanyofyouagain

hadrnoretime,Itseemsthatwehavebarelysoon,inJapanandotherpartsoftheworld,a

scratchedthesurfaceandhavevisitedonlyaprospectthatisverylikelysincethescientific

fewofourscientificfriendsinJapan、communityissosma1L
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JohnH.Weaver,Professor

DepartmentofChemicalEngineeringand

MaterialsScience

UniversitvofMinnesota

Minneapolis,Minnesota,USA

telephone(612)625-6548

fax(612)625-6043

weaveOOI@maroon.tc,umn.edu

Oneyearlater

σ

AndrzejWawro

AbouttwoyearsagoIlearnedfrornmygrationofficerlookedatthecoverofpassports
,

chiefinPoland,Prof・RauluszkiewiczthatIhadheasked:"AtowyzPolski?"(So
,areyoufrom

achancetoapPlyforJSPSfellowship .BecausePolandP),Icouldnotbelievetomyears.He

inthattimeIalmostcompletedmyPh .D.speaksPolish!Afterfewwordsitturnedout

degreefromtheInstituteofPhysics ,Polish,thathehadworkedattheEmbassyofJapanin

AcademyofSciencesinWarsawIfoundthatitWarsawforacertaintime .Ourfurthertravel

wouldbeaverygoodoccasiontowidenmytoSendaibyNaritaExpressandShinkansen

scientificexperienceandbytheway,tovisitthepassedquitequickly
,althoughthechangeof

veryinterestlngcountry-Japan.Forus ,intrainatTokyoStatiorltookusmorethanhalf

Poland・Japanisalittlemysteriouscountry ,ofhour。Finally,after22-hourslastingtravel

withlonghistory・oldtraditionandeconomyatwereachedtheendofit-Sendai .Ouピ ・landing"

aveτyhighlevel・Usualユy ,twosynonymsareinthisnewforusplacewasveryniceandsoft.

st「onglyconnect・dwithJ・pan・ 【!thec・unt・y・fp・ ・五Ni・hin・
,D・ ・K・ ・uyaandD・ ・C・ajk・(

rlslngsun"andttthecountryofblossomingsecuredusthealnifefacillties
,includingalso

cherry"・JustbeforemyleavingWarsawmyPartiallyequipPedapar毛mentinKitayama
,

chiefsaid:'tlamverygladthatyoucangorentedearlier
,withabeautifulviewonSendai

there,becauseJapanisarealabroad ,IfyougoCityfromourwindows .

t・F・ance,G・ ・many・ ・lt・ly・ ・lm・ ・t・v・・ythingInth・firstd・y・fmyw・ ・k・tlMR
,d。,ing

isthesamelike三nPoland'∵tlsJapansodiffer-detaileddiscussion
,Prof.Nishinapresentedme

・ntP"itw・ ・aqu・ ・ti・nI・ ・k・dmy・elf・till,thesci・ntifi・p・ ・fil・・fhisresearchg,。up
.lw。 、

beforemycominghere.proposedtoworkwithUHV-STMonmetallic

So,finallywe(alsomywifeandtwosons)microclustersofnanometerdiameter
、Thissub-

arrivedinNaritaAirportatthebeginningofjectwasapartofafive-yearsprojecttcDevel ・

Marchwithlittlefearsaboutthefuture .TheopmentofFunctionalMaterialsinNanometer

first・u・p・i・ingandv・ ・yniceev・ntt・ ・kplaceS・al・"head・dbyP・ ・f.Ni・hina.lwa,v,,y

duringourpassportchecking.Whentheimmi・glad
,becauseitwasalittlefamiliartothe
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problemofmodulatedthinfilms,beingthefieldInouropinion,Sendaiisanoptimumcityto

ofrnyinterestinPoland.live.Notsoovercrowdedbutbig,withavery

Themicroclustersaresmallparticlesniceclimate,fulloffloraandbeautifullysitu.

composedoflownumberofatoms,startingatedbetweenthePacificcoastandthemoun-

fromafewtoseveralhundred.Itisexpectedtains,Everywhereiscloselinthesumrnertothe

thatbecauseoftheirilmerstructure,bondseaside,inthewintertoski.Moreover,the

lengthandbondcharacter,theyshoulddisplayenvironmentofSendaiisalsoveryfascinating.

differentpropertiesfromthebulkcrystal.InYamadera,Matsushima,HiraizumiandZaodo

・clustersconsistingofabout1000atoms
,thebnenotyieldthebeautytootherplacesinJapan・

fourthpartofthemlieonthesurface.More・YodogahamaBeach,andOchikaPeninsula,

over,inthesmallclustersthequantizationespeciallythesunsetthere,created膿forgotten

effectsandsingleelectroneffectsmayoccur.impression.AlsomoredistantplaceslikeTaz-

Thus,thegreateffortsareguidedtowardstheirawaandTowadalakesandenvironmentsof

electronicstructureinvestigations,FrorntheHachimantaiunderaheavyskyduringourtrip

otherhandsuchclustersarethepotentialwillremaininourmind.

く:bricks"whichcanfindapplicationtocreateOneyearlaterIaskthesamequestion:c「ls

thevariousdevicesofaveryhighdegreeofJapansodifferent?".AndIcannotanswer

miniaturization.Iwillnotshowheretheunequivocally,Yes,becauseIlostmycamerain

detailedresults,wehaveobtainedduringlastOkayama,IrealizeditinHiroshimaandfour

year、MostofthemarepresentedinafewhourslaterIhaditinmyrucksackagain.Yes,

papersandtheconferencereports,alreadybecauseourfriendswhocamefromPolandto

published.OnlyIwouldliketomentionthatthisvisitushavebeenassistedbycompletelyun・

topicisdifficultbecauseofirregularitiesofknownwomanforalmosthalfadaywholed

analyzedstructures,butveryinterestingandthernfirsttoShinjukuStatinandafterwadsto

engaging.UenoStationinTokyoandhelpedthemtofind

Suchlongstayir}Japanprovidedalsoaatrainandtobuytickets.Yes,becauseevery

verygoodoccasiontovisitthisbeautifulcoun-dayIcanseesmiledpeople,especiallygirls,

try,Anditisreallybeautiful,Thenatureofwhogoalongthestreetsanytimewithoutfear

Japanisacompositionofmountainscoveredtobeaccostedorrobbed,No,becauseIfeel

Iwithabundantflora,lakes,riversandtheoceanheresowellasinmymothercountry-Poland.

andseacoasts。AndalthoughPolandisalso

beautifulandworthofvisitingbyforeigners,AndrzelWawro

Japanisveryimpressive,WevisitedalmostFebmar}・22,1994

everythingwhatoneshouldseeonHonsiu,Ourpermanentaddress:

11-daylongtripledthroughoutTokyo,Kama-InstitureofPhysics

kura,Yokohama,Kyoto,Nara,Osaka,PolishAcademyofSciences

Okayama,Hiroshima,Weadmiredeverything,Al.Lotnikow32/46

butespeciallyKyotowillremaininourmindO2-668Warszawa

foralongtime.WehopethatthepossibilitytoPoland.

gothereonceagainwillarise.Howeverfrom

thistourwecamebackto畳 ヒourJapan"-asmy

threeyearsoldsondescribedSendai-with

pleasure.

-7一



研究会報告

強磁場における物性研究の展望

代表者 三 浦 登 棟大物性研究所)

1.は じめに14:30希 土類遷移金属化合物における磁場誘起

強磁場を用いた物性研究は磁性体や半導体,超 相転移 後藤恒昭

伝導体と多くの分野にまたがるが,日 本の研究水/4:50永 久磁石の進歩と強磁場 加藤宏朗

準は世界のなかでも最先端に位置すると言っても り5二10休 憩

よい・それ〔よ 国内の各地(大 阪 鯨 仙台)座 長 鵤 紐 娯

にそれぞれの特長を有する最高級の施設があるこ15:30RFe20、 系(2次 元≡角格子磁性体)と

とによる。しかし,最 近の国外の強磁場施設の拡 強磁場 田中 翠

充には目覚ましいものがある。大きなものだけで15:50血 液の磁場配向 山岸昭雄

も,米 国における強磁場施設の開設,フ ランスの161り0強 磁場dHvA効 果 本戸義勇

水冷磁石用電力の20MWへ の倍増,オ ランダにお16:30パ ルス強磁場と中性子実験 本河光博

ける長時間パルス強磁場の40Tか ら60Tへ の拡/6:50金 材技研の強磁場計画 井上 廉

充,ド イツのメががウス施設の新設などがある。

我々も,時 代に即した設備の拡充とより一層の研6月 りり日嗣

究の発展を図るときに来ている。無論,強 磁場は 座長 香取浩子

新材料の開発やテラヘルツ帯大出力電磁波発生,9:30有 機伝導体と強磁場 豊EB直樹

超高分解能NMR,超 伝導線材や同材料の評価に9二50超 高圧強磁場下の光学研究 黒田規敬

と,益 々重要になってきているが,今 回の研究会40二10休 憩

は,強 磁場を利用した物性研究に焦点を絞って,座 長 三浦成人

各グループによるこれまでの成果をまとめると共 り0:20金 属水素化物の磁場効果 山本 勲

に今後の展望を討論するために企画された。10i40金 属葉フラクタル成長 茂木 巌

11:002次 元電孫 と強醐1」1路 紳治(

2.研 究会報告M:20高 分解能NMR田 中俊之

研究会は平成5年6月/0日 と1り日の二Eヨ間にわ1/:40閉 会

たり,東 北大学金属材料研究所の3号 館3階 講堂

で開催された。プログラムは次の通りであるが,3.成 果および まとめ

件数をしぼり,一 人当りの講演時間を長く,ま た,次 に,個 々の報告について簡単に記す。ます,

十分自由討論が出来るよう配慮した。参加者は所 研究会代表者から世界におけるパルスマグネツト

内,所 外あわせて64名 であった。 による強磁場施設現状と物性研の将来計画のうち

強磁場に関連することについて報告をおこなっ

6月/0日 内 た。

座長 木戸義勇 最近強磁場施設は世界中で新設もしくは拡充さ

/3:30開 会挨拶と物性研の計画 ≡浦 登Rて いる。コンデンサーバンクの大きさで規模が

13=50ス ピングラス系と強磁場 伊藤厚子 分かるのでそれを示す。アメリカ,ロ スアラモス

/4:/0遍 歴電子メダ磁性 榊原俊郎1.1MJ,ベ ル研0.5MJ。 フランス,ツ ールーズ
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/.25MJ。 オーストラリァ,シ ドニー0.8MJ。 べ た時の磁化曲線が報告され,改 めて定常磁場の有

ルギー,ル ーベン/MJ。 アイルランド,ダ ブリン 用性が示された。一巻コイルによるパルス磁場で

O.25MJ。 連合王国,オ ・ソクスフォード0.8MJ。 は時間は数μ秒 と短いものの100T以 上が発生で

中国,北 京0.34MJ。 スペイン,ザ ラゴザ/./MJ。 きる。これを希士類遷i移金属化合物の磁化測定に

ボルトがル,ボ ルト0.55MJ。 ベネズエラ,メ リダ 用いると,YCo2に おいてメタ磁性転移H。が70T

O.55MJ。 なお,日 本では金材技研に/.6MJが 新 で起きることが観測される。この転移磁場はCo

設されている。 をAlで 置き換えていくと徐々に下が り定常磁場

物性研では磁場,温 度,圧 力が物質の本性を理 による精密な測定範囲にはいる。これを解析する

解する上で最も重要なパラメーターと捉えそれそ ことでH。が低温でT2の 温度依存性を示すことが

Rの 極限を追及 してきており,こ れまでに550T,わ かり,さ らに電子比熱係数が転移と共に大きく

2アμK,200万barが 達成されている。極端条件を 減少することが明かになった。近年の禾久磁石の

賦する事から種々の相転移や新現象が発見されて 進歩には目覚ましいものがあり,そ の性能評価に

きているが,物性研ではさらに超強磁場,超 低温 は15T以 上の強磁場が必要となってきた。さらに,

超高圧の多重極限下の物性研究を新 しい分野とし 主相であるNd、Fe,4BやSm,Fe17N。 について異

て切り開くため多重極限研究センワーの開設を要 方性などを研究にはそれ以上の磁場が重要な役割

求している。そこでは60～70Tの 長いパルス磁場 をする。Ndを 種々の希土類で置き換えた系およ

(/00m$)と 希釈冷凍器によるmK,/00万barの び複数の希土類の組み合わせで置き換えた系につ

圧力の組み合わせを予定している。これらの値は いての詳細な実験結果が結晶場理論でかなりよく

それぞれ単独の最前線の値より少 し後退 してい 説明出来る。

る。そこで,同 センターの回りにそれぞれの最先 そのほかの,強 磁場を用いた物性研究について

端技術を開発する極端条件開発施設を併せて新設 は,川 路紳治(学 習院大),本 河光博(神 戸大),

し,先 の組み合わせ条件をさらに前進させると同 山本勲(横浜国大),木 戸義勇,豊 田直樹,黒 田規

時にそれぞれの領域に固有の物性研究を発展させ 敬(金 研)に よってなされた。2次 元電子系に強

る事を計画 している。 磁場を加えたときに現われる量子ホール効果の電

強磁場施設については,こ のほか科学技術庁金 流による破壊現象についての実験結果より臨界電

材技研の井上から現在進めているマルチコア計画 流が試料幅に比例することが示された。中牲子実

についての報告があった。そこで,40Tの ハイブリ 験に強磁場 を組み合わせると,強 磁場で出現する

ツド ・マグネット設置用の建物および/5MWの 電 相についての微視的な構造解析が可能になる。パ

源は平成6年 の秋には完成すること,1.6MJの コ ルス中性子の発生周期の整数倍にパルス磁場を同

ンデンサーバンクを用い80Tの 磁場を発生するた 期させることで中性子と強磁場の組み合わせが可

めの空芯コイルを巻くために特殊な巻線器 を制作 能になった。静磁気工ネルギーと電気化学工ネ/レ

した事および67Tの 発生に成功したことが明らか ギーの相互作用は化学反応における磁場効果とし

にされた。 て明瞭に現われる可能性がある。強磁性金属水素

強磁場を用いた磁牲研究のうち強磁場磁化過程 化物を用いた電池で平衡電位の磁場効果が調べら

に関する発表は伊藤厚子,田 〔P翠(お茶大),榊 原 れたが,平 衡電位が磁場の向きによらす大きさに

俊郎(北 大),後 藤恒昭(物 性研),加 藤宏朗(金 ほぼ比例することが/3Tま で確かめられた。フェ

研)か らあった。F=eTiO3の スピングラス系物質に ルミ面の構造を調べたり磁気相転移を調べるには

おいて,ヒ ステ1)シ スの幅が磁場の掃引速度の領 定常磁場下で交流磁化率の測定を行うことが有力

域によって異なること,即 ち,パ ルス磁石を用い である。酸化物超伝導体のフエルミ面および無機

て掃引速度が早いときは幅は速度と共に広がる。 物としては初めてのスピンパ イエルス転移物質

しか し,定 常磁石を用いて掃引速度が笛秒IT以CuGeO3に ついて述べられた。有機化合物には

下のときは幅は速度と共に狭くなることが示され 金属的伝導や超伝導,ま た強磁性を示す物質が見

た。RFe20・ の研究では磁場申冷却を29Tで 行っ つかっておりこれからが大いに期待 されている
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が,そ の物性を詳細に調べるにはフェルミ面の探 どが調べられているが,よ り微視的な立場で血液

査が重要である。He3ク ライオスタツトをハイブ の磁場配向について調べられた。その結果,生 き

リツド ・マグネットに取り付けた装置により,数 ている赤血球では円盤が磁場に平行に向けられる

百ミリケルビンの温度でシュブニコフード・パー が死んだそれでは円盤の軸が磁場にΨ行になるこ

ス効果の観測がなされ磁場誘起相転移に伴うフエ とが分かった。酵素やウイルスの構造決定に高分

ルミ面の変化が論じられた。超高圧と強磁場を組 解能NMRは 極めて有力である。300MHz(アT)

み合わせた複合極限下の物性研究で光学的手法を から400MHz(9.3T)さ らに600MHz(/4T)と

用いた実験については金研が先駆的業績を上げて 周波数が上昇するにつれ飛躍的に分解能が高くな

いる。ここでは,ア レキサンドライトの発光線の り,よ り複雑な蛋白質の構造解析が行えることが

ゼーマン分裂の圧力依存性から,ハ イゼンベルグ 実例とともに紹介された。結晶成長では強磁場は

的な磁気的結合が高圧下ではイシング的になるこ 対流抑制効果による均一な大型単結晶作成に役立

と,お よび,辛 磁性半導体における励起子線の圧 つものとして,様 々な研究がなされているが,溶

力磁場効果が示された。 液中からの金属葉フラクタル成長過程に磁場を加

物性以外でも,強 磁場[Pでは金属の力学的性質 えると,析 出過程に及ぼす磁場効果を目に見える(

が大きく変わる事や,数 百キロワツトのテラヘル 形で観測できるようになる。磁場により,フ ラク

ツ帯マイクロ波が可能になるなどの研究が最近な タル次元の変化する様子や強磁場で金属葉成長が

されているが,本 研究会では生化学や結晶成長に 全く停止させられるなどの驚異的な効果が示され

ついて,山 岸昭雄(阪大),田 中俊之(東北大理)た 。

および茂木巌(金 研)が 研究報告をおこなった。 参加者全員はこれらの発表と討論を通して,強

強磁場の生体に及ぼす効果はリニァー(磁 気浮上 磁場の重要性と将来性を改めて確認した。そして,

列単)の 実用化やMRI(磁 気共鳴断層写真)の 安 日本の超強磁場,パ ルス磁場および定常磁場をそ

全性の面で大きな関心を集めており,呼 吸数や脈 れそれ益々発展させなければいけないと決意を新

拍,血 流量,免 疫力などが磁場でどう変わるかな たにした。(文 責 木戸義勇)

グ リー ンマ テ リアル

(北海道大学工学部 石 川 達 雄

東北大学金属材料研究所 橋 本 功 二

1.は じめに の研究成果を基礎に提案しようという立場から,

20世紀の繁栄と発展を来世紀に引き継ぐために 多くの研究を行っている。

は,地 球温暖化の阻止およびオゾン層の維持によ 本研究会は,こ れに関連する新しい材料の研究

る地球環境の保全とともに豊富にエネルギーを供 の現況を紹介し合い,理 解を深めると共に,今 後

給することが必須である。ともすれば,環 境問題 の研究の方向に関して討議するために企画され

に関する提案には,繁 栄や発展を控えることによ た。

って解決しようと言うものが多い。しかし,発 展

と繁栄を持続しながら,地 球環境の保全を可能に2.研 究会の経過

するだけでなく,使 用可能なエネルギーを豊富に 研究会は,金研講堂において,100名 を越える超

供給する方法を,新 しい材料を創製する材料科学 満員の参加者によって行われた。プログラムは次
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の通りである。 ラフィ法によるグリーンマテリアル材料

M月29日 ㈲ 組織中の水素トラッブサイトの可視化

/3:30-/3:35開 会挨拶 北大工 石川達雄 室蘭工大 斉藤英之,三 沢俊平

座長 佐藤教男(腐 食防食協会会長)/0:30-10=45休 憩

13:35-/3:50グ リーンマテリァル研究プロジ 座長 斎藤明夫(九 工研)

エクトについて 東北大金研 橋本功二/0:45-"105Ti-Si-O複 合 酸 化 物 に よ る

13:50-14:15結 晶系太陽電池用原 料Siの 開CO,の 光還元と/-Octanolの 光分解

発状況とNEDOの 動向 阪府大工 山下弘巳,河 崎真一,志 賀

川崎製鉄ハイテク研 鈴本健一郎,寺 嶋 彰,根 岸信彰,安 保正一,テ キサス ・オ

久栄,荒 谷復夫 一スチン大M .A.Fox

14:/5-14:35ア モルファス合金を原料とするM:05-1り 二20フ ロン分解用アモルファス合金

二酸化炭素からメタンへの高選択性触媒 触媒

の開発 東北大金研 海老塚健,秋 山英二,幅 崎

鹿児島大工 高橋武重,柳 元伸一郎,甲 浩樹,川 島朝日,浅 見勝彦,橋 本功二

斐敬美 座長 林 安徳(九 大工)

座長 西村六郎(中 工研)M:20-11140ご み焼却発電 設備 ボイラー用

/4:35-/4:55炭 酸塩溶液中における炭素鋼のHIP一 熱押二重管について

応力腐食割れ 阪大工 柴田俊夫 新日鉄鉄鋼研 小川洋之,石 塚哲夫

14:55-/5:15CO2一 アルカノールアミン溶液M:40-12:00電 気化学的表面処理による合金

中の鉄鋼の腐食 の高温耐食性の向上 北大工 金野英隆

帝国石油 巴 保義,手 塚真知子/2:00-12:20高 温環境における耐食牲コーテ

慶応大理工 小林賢三 イング材の評価

15=15-15:30休 憩 小山高専 武 成祥,奥 山 優

座長 松島 巌(NKK総 合材料技研)東 工大工 西方 篤,水 流 徹

1S:30-15=55NOの 除去における炭素の役割/2二20-13:20昼 食

東北大反応研 鈴木武志,京 谷 隆,富 座長 三沢俊平(室 蘭工大)

田 彰/3:20-13:40Sn-Cr-O系 化合物の熱力学と

15:55-16:り5>拡 散処理被膜の脱硝触媒特性 導電性 東工大工 丸山俊夫,井 上俊彦

住友金属鉄鋼技研 戸倉 茂,安 楽敏朗,f3:40-14=00核 融合炉用低誘導放射化材料

1大 塚伸夫NKK総 合材料技研 山之内直次,田 村

座長 本間禎一(千 葉工大)学

16:15-16:35水 電解カソー ド電極 としての 座長 古市隆三郎(北 大工)

Ni-S合 金の改良 阪府大工 〕」lll宏二14:00-/4:20水 分吸着と腐食挙動に及ぼす表

/6:35-/ア:00準 安定タンタル中間層を用いた 面汚染の影響 日立機械研 石川雄一

酸素発生用長寿命電極14:20-/4:40QOMに よる金属薄膜腐食過程

大機ゴム工業 熊谷直和 の解析

/1月30日 北大工 瀬尾眞浩,野 田和彦,吉 田健吾

座長 水流 徹(東 工大工)/4:40-14=50休 憩

9:30-9:50水 溶液中におけるSiOの 耐食性 座長 浅見勝彦(東 北大金研)

東北工大 杉本克久/4:50-15:/0陽 極酸化マグネシウム合金の腐

9:50-/0:り0セ ラミックコーティング鋼の腐 食挙動 神戸製鋼材研 中山武典

食特性 九大工 増田正孝,林 安徳 アルミ研究部 佐藤文†専,浅 川義彦

/0:10-/0:30ト リチウム電顕オートラジオグ/5:10-15:30ポ リタングステン酸イオンをブ
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レンドしたポリピロール膜の電解重合法 紹介さR,電 池寿命の///0程 度でエネルギーは回

による作製と機能 収されることが発表された。

名工大 大塚俊明,若 林 徹,永 長久彦CO、 回収のためアルカノールアミンを吸収剤

座長 高橋英明(北 大工)と して用いる方法は,石 油精製施設で用いられて

15:30-15:55総 合討論:グ リーンマテIYア ル いるが,ア ルカノールアミンがCO、 を吸収する

研究プロジエクトの展望 と,炭 酸を含むアルカリ溶液となって炭素鋼製の

パネ リスト:礒 本良則(広 大工),湯 浅 圧力容器が応力腐食割れを始め種々の腐食損傷を

真(東 理大理工)井 上博之(阪 府大工),こ うむる。これら腐食損傷に関するこれまでの事

所 和彦(中 工研)例 と研究結果が糸召介された。一方,○02をOH4に

/5=55-16二 〇〇 閉会挨拶 東北大金研 橋本功 変換するために用いるH2製 造 のための水電解用

_陰 極として,め っき法で作られるアモルファスNト

S合 金に関する研究が紹介された。また,ポ リ酸を

3.成 果 電極表面に吸着させた修飾電極によるH2発 生に

ます・本研究課題を共同研究するための基本と ついても報告された。水電解における酸素発生用 電

なる考え方は,表 面のキヤラクタリゼーション,陽 極では,耐 食金属であるチタンが,電 極活物質

反応動力学を始め,触 媒科学,腐 食防食学および への導電体として働く下地として用いられる。こ

電気化学における共通の手法を駆使して,表 面の のような電極では,高 電流密度で陽極として使用

組成と構造を原子 ・分子レベルで制御することに 中に,下 地であるチタンは,電 極活物質を浸透し

よって,高 い反応性 と優れた耐久性という互いに てくる水溶液によって不働態化 して絶縁皮膜で覆

相反する性質が求められる材料表面を設計する学 われ,電 極が使用不能となる。これは,ス パッタ

際的な新しい材料科学を創出し,その果実として,一 法で作られる準安定タンタルを,下 地と電極活

環境およびエネルギー問題に地球規模で解 を与え 物質の中間層として設けることで避けられるとい

るグリーンマテリアルを創製することであること うアイディアが紹介された。また,CO,とH2か ら

が提案された。これは,CO・ を回収 して,砂 漠にCH、 を作製するために触媒として,ア モ/レファス

おける太陽電池発電の電力を用いた濡水電解で得Rh、 。Zr8。合金を前駆体として用いると,ZrO、 に

られるH2と 反応させOH4を 再生するCO・IJサ イRhを 担持 した触媒に比べて,Rh原 子 り個あたり

クルのために動要な電極,触 媒および関連する材 の活性が細0倍 高く,合 金を前駆体として用いる

料,NO・ 分解用触媒,フ ロンを水蒸気との反応で 利点が紹介された。また,ゾ ル ・ゲル法で作製し

HC「,トIF,OO2に 分解する触媒と耐食材料の創製 たTi-Si-○ を光触媒として,○02とH,○ の反応に

からなる。その基礎となる資料および本課題に関 よる光合成に関する基礎的研究が発表された。(

する東北大金研における研究の状況が紹介されNO。 の分解では,デ ィーゼルエンジンの排がス

た。CO2リ サイクルは,太 陽光をエネルギー源と のように炭素微粒子を用いNO。 を分解する触媒

し,回 収したCO2をCH・ に変換して豊富に供給す 設計の基礎となる研究と して,酸 素の共存が炭素

るものである。 これに関連して,太 陽電池用原料 によるNO.の 還元を促進する機構を明かにした

Si製 造技術の開発状況が紹介された。太陽電池用 研究が発表された。また,産 業用の排煙脱硝装置

原料Siと して,妥 当な製造コストは2～3円/gで に使用する目的で鉄鋼表面にVを 拡散浸透させ酸

あり,純 度99.5%程 度の市販のSiを 出発原料とし 化 してV205と した触媒の,NOとNH、 との反応 に

て,金 属不純物,Bお よびPを 除き精製する方法が 対する性能試験結果が紹介された。

有望であることなどが紹介された。とくに小宮山 フロンの分解 には,フ ロンをH,Oと 反応 させ

宏教授を代表とする化学工学会の 「○02と 地球環 て,002,HCIお よびHF=に 分解さゼる触媒とし

境問題研究会」が,太 陽光発電施設の原料Siの 製 て,ア モルファスNi一バルブメタル合金を前駆体

造から建物まですべてに要するエネルギーを回収 として用いると,高 性能と耐久性を備えたものが

するEnergy-Pay-BackTimeを 言式算 した内容が 得られることが紹介された。
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次いで,核 融合炉材料,ご み焼却炉用材料の他,4.ま とめ

CO、 回収,SO。 回収,フ ロンの分解などを考慮 し 本研究会は,新 しい材料を創製することによっ

た各種耐食材料とその評価法などに関する研究が て,21世 紀の環境とエネルギー問題が解決できる

発表された。 ことを明かにすると共に,こ れをプロジェクト研

最後にこの研究会のまとめとして,グ リーンマ 究として行い成果を上げつつあることを示し,今

テリァル研究プロジェクトをどのように実施する 後の発展を期して散会した。

かについて総合討論が行われ,CO2の リサ イク

ル,NO。 の分解,フ ロンの分解のための新材料の

研究を引き続き行うことが確認された。

ワー クシ ョップ報告

セラミックス材料におけるナノ構造制御 と

その特性

東北大学金属材料研究所 平 井 敏 雄

1.は じめに れ,46名 の参加のもと以下のよう(Z/l件 の講演と

セラミックスをはじめ,多 くの材料でその特性 討論が行われた。

を向上するためには,ナ ノメータスケールでの構/0月22日 ㈹

造制御が重要であることが明らかにされつつあ り3:30～13:40開 会の挨拶

る。この様なナノ構造制御の概念をもとにして,平 井敏雄(東 北大金研)

傾斜機能材料,ナ ノコンポジット,フ ァインコン 座長 後藤 孝(東 北大金研)

ポジツトなどの画期的な新 しい材料が次々と生み13:40～/3:55「 超靱性 ・超強度ナノ複合焼結

出され,超 耐熱材料や超高靱性セラミックスなど 体」 新原晧一(阪 大産研)

が開発されている。しかし,こ れらの優れた材料/3:55～/4=/0「 アルミナ系複合材料の複合化

の特性がいかなる原因によるのかについては,未 プロセスと機械的性質」

解決な問題が多々残されている。 中平 敦(阪大産研)

そこで,本 ワークショツブでは,セ ラミックス44:/0M4:25「 放電プラズマ焼結法によるナ

材料の分野におけるナノ構造制御の現状を総括 ノセラミックスの合成」

し,さ らに今後の研究の方向のありフうについて総 大森 守(東 北大金研)

合的に検討することを目的とした。 座長 山根久典(東 北大金研)

り4=30～14二45「Sic-Si複 合体の高温燃焼触

2.ワ ークシ ョップ報告 媒構造支持体への応用」

/0月22日,金 属材料研究所講堂において開催さ 奥谷 猛(北 海工試)
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14:45～/5:00「 耐熱合金の表面に生成したセ3.成 果

ラミ・yクスの微細構造」 構造用材料および機能性材料としてのセラミッ

天野忠昭(湘南工大)ク スのナノ構造と特性の関係についての研究成果

/5=00～15:15「 高温酸化皮膜の微構造解析」 が発表された。構造用セラミックスについては,

成島尚之(東 北大工)結 晶粒内および結晶粒界のナノ構造制御 によっ

/5:り5～15=30休 憩 て,飛 躍的に強度 ・靱性が向上することが報告さ

座長 大森 守(東 北大金研)れ た。また,セ ラミックス材料の新 しい成型法お

/5:30～15:45「 セラミックスの微構造と電気 よび構造制御手法として,プ ラズマ焼結法が紹介

的特性」 林 真輔(豊 田工大)さ れた。機能性セラミックスとしては,触媒材料,

/5:45～/6:00「 微構造制御による熱電変換材 熱電変換材料,超 伝導材料などの分野におけるナ

料の性能向上」 陳 立東(航 技研)ノ 構造制御による特性向上の現状について報告さ

/6:05M6:20「 レーザーC>Dに よるタンタRた 。

ル酸化物の合成」 向田雅一(物 質工研)

座長 増本 博(東 北大金研)4.ま とめe

16=20～16:35「MOCVDに よ り合成 した貴 国立研究機関,企 業および大学の研究者が一堂

金属膜のナノ構造と電極特性」 に会して開催された今回のワークショップでは,

後藤 孝(東 北大金研)活 発な討議や意見交換が行われ,セ ラミックス材

16:35～16:50「CVD法 によるナノ ・コンポジ 料におけるナノ構造制御に関する研究の今後の万

ットY-Ba-Ou-○ 膜の合成」 向や課題などが明らかにされた。

山根久典(東 北大金研)

/6:50～16:50閉 会の挨拶

平井敏雄(東 北大金研)

グ ラニ ュラーマテ リアルの構造 と物性

東北大学金属材米糊 究所 隅 山 兼 治 ∈

1.は じめに 一郎教授)が スタートしており,上 記の課題は,

近年,人 工格子,微 粒子,ク ラスター等原子レ 第/班 「遷移金属合金のナノスケール構造制御機

ベルで構造 ・組織制御された物質への関心が高ま 能材料に関する研究」(分担者:鈴 木謙爾教授)の

っている。それと共に,結 晶粒の微細化,微 粒子 研究内容とも密接に関係することから,合 同の研

の固化成形,非 晶質固相からの微結晶析出を利用 究会を企画した。

したグラニュラーマテリアルの研究開発も盛んに

なってきた。本ワークショップでは,グ ラニュラ2 .ワ ークシ ョップ報告
一マテIYア ルを〔P心に

,微 小サイズ,表 面界面効 本ワークショツブは,平 成5年1/月1日 と2日

果に起因する異常な構造,物 性について,研 究発 の二日間,東 北大学金属材料研究所3号 館3階 講

表 ・討論を行うことを目指した。丁度,本 所にお 堂において聞催された。55名 の出席者を迎え,自

いては,平 成3年 度より創成的基礎研究 「ナノス 由活発な研究発表 ・討論がなされた。以下にその

ケール構造制御機能材料の開発」(代表者:仁 科雄 プログラムを示す。
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1.開 会の挨拶 東北大金研 鈴木謙爾16.閉 会の挨拶 東北大金研 隅山兼治

2.貴 金属基ナノ ・グラニュラー磁性体の巨大

磁気抵抗3.成 果

東北大工 漏岡教行,竹 田英樹,金 益準 本ワークショップで研究発表された内容は,次

深道和明,東 北大科研 島田 寛,佐 藤 のように大別される。

二美,田[P通 義(「)金 属一金属グラニュラーマテリアル

3.Fe-Cr及 びOo-Cuス パック同時蒸着膜の 潟岡等は,強 磁性/非 磁性金属人工格子膜を始

巨大磁気抵抗と微視的構造 め巨大磁気抵抗(GMR)効 果を示す物質の特徴,

東北大金研 高梨弘毅,宝 野和†専 その起源について概観 し,CuとFe,Coか らなる

藤森啓安,菅 原貴彦,朴 柱昼 バルク試料,急 冷薄帯,ス パッタ膜における磁気

4.10B法 で作製 したFe/A9グ ラニュラー合 抵抗(MR)効 果の最適化と微細組織の相関性,Ni

金膜の構造と磁気抵抗効果 添加,冷 間加工などMR改 善法について述べた。

東北大金研 隅山兼治,マ クロウフ ・サラ 高梨等は,CO-Cuス パッタ膜のMR効 果の組

1若 生公郎,櫻 井雅樹,神 山智明,鈴 木謙爾 成依存性,組 織観察,核 磁気共鳴測定に基づき,

5.高 電気抵抗Fe,Co基 グラニュラー膜の構MRが 最大になる○○組成,そ の時のCo析 出粒子

造と軟磁気特性 の大きさ,密 度を見積もると共に,入 工格子膜と

アモルファス電子デバイス研 大沼繁弘 同様Fe-Crグ ラニュラー膜でもGMRが 観測さ

古川伸治,東 北大金研 ≡谷誠司,藤 森啓 れることを紹介した。

安,増 本 健 隅山等は,イ オンクラスタービーム法により微

6.二 相混合系におけるクラスターの臨界挙動 小Feク ラスクーをA8マ トリツクスに直接分散

と伝導 させたグラニュラー合成膜が熱処理を施さなくと

京大原子工ネルギー研 吉田起國 もGMRを 示すことならびに,合 金膜のナノスケ

ア.ア ルカリ金属微粒子格子の電子物性 一ル構造,組 織,組 成揺らぎの特徴と,ク ラスク

東北大理 野末泰夫,寺 崎 治 一とスピングラスのMRへ の寄与 について述べ

8.気 密性カーボン ・ナノカプセルの合成と構 た。

造 三重大工 斎藤弥八 大沼等は,ス パツタ法で作製 したFe,Coと 酸

9.06。fccva晶 に対する精密バンド計算 化物,窒 化物からなるグラニュラー膜の微細組織,

東北大金研 大野かおる,顧東林,丸 山 豊 磁気特性,電 気伝導特性について紹介し,こ れら

川添良幸 が高電気抵抗と軟磁気特性を併せ持つ高周波磁気

/0.SiO2マ トリックス中に埋め込まれた超微粒 デバイス用磁心材料として有望であることを提示

子の光物性一フォノン閉じ込めを中心とし した。

て一 神大工 山本恵一(2虚 属一非金属グラニュラーマテIYア ル

//.フ ォ ー ル デ ィ ドシ ー トシ1」力 多 孔 体 吉田は,Nb-Al、03,A8-Bi-Cu系 超伝導酸化

(FSM)に ついて 豊田中研 福嶋嘉章 物を例に,グ ラニュラーマテリアル中の成分相の

/2.金 属クラスターを内包 したセラミックス単 濃度増大にともなうクラスターの非線形的成長,

結晶膜の構造と物性 名大工 田中信夫 臨界組成での無限大化(パ ー]レ ーション)の 特

13.極 低温高工ネルギー分解能光電子分光装置 徴ならびに離散格子系での臨界挙動との類似性に

の開発とナノ物質の電子状態 ついて述べた。

東北大理 高橋 隆 野末等は,ゼ オライトのナノスケール格子空間

14.ア モルファスZr-N合 金の酸化に伴う金属 にアルカリ金属を吸蔵させるとクラスヲーの配列

Niの 生成 東北大金研 浅見勝彦 状態が実現でき,ゼ オライトLTA中 に単純立方

15.強 磁性準結晶の起因 構造で配列したK,Rbク ラスターの磁気,光 学測

東北大金研 篠原 猛 定に基づきクラスワー間を遍歴する電子により弱
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い強磁性が発生することを紹介 した。 篠原等は,強 磁性を示すことで注目されている

]]本は,SiO,マ トリ・yクス中に埋め込まれたAl-Pd-Mn-B準 結晶の核磁気共鳴の実験結果に

Ge超 微粒子の光学測定で観測された低波数の音 基づき,強 磁性Mnと 非磁性Mnが 共存すること,

響フォノンがLamb理 論の球面波モードに対応Mn-Bク ラスターが強磁性の原因である可能性

し,更 に微粒子がマ トリックスのLOフ ォノンに が高く,巨 視的な磁気測定の結果も解釈できるこ

大きな影響を及ぼすことを紹介した。 とを述べた。

福嶋は,層 状珪酸塩鉱物を原料に合成 したナノ

多孔体(ナ ノスケールの細孔が規則的に配列)に4.ま とめ

関する電子顕微鏡組織観察,吸着反応の測定から,ワ ークショップにおける研究発表討論を通して

その中にPt,希 土類金属等のナノクラスヲーの閉 次の点が確認された。

じ込めが可能であること,そ れらは耐熱性に優れ ㈲クラスター,グ ラニュラー状態の作製 ・維持方

ていることを紹介した。 法に応じて,構 造,物 性が著しく変化する。

田中等は,原 子レベルの構造評価と物性測定が(b)ク ラスターをランダムに分散させるゲラニュラ

可能な金属クラスターを内包したグラニュラー膜 一マテリアルと共に,ク ラスターの入れ物を整 ⑭

の重要性を強調し,作 製した単結晶Fe-MgO膜 備してクラスタークリスタルを作製し,ク ラス

を例に電気的 ・磁気的 ・光学的性質,電 子状態に ター間の相互作用を制御することも重要であ

ついて総合的に検討した結果を紹介した。 る。

(3)カーボンクラスワー(フ ーラレン)(C)バ ルク物質中のナノスケールのクラスクー(幾

斎藤等は,多 層巨大フーラレン構造を持つ気密 何学的 ・化学的揺らぎ)の 解析が材料の機能性

カーボンカプセルの[Pに金属を閉じ込めた場合希 制御にとり重要である。

土類元素は炭化物単結晶,鉄 族元素は金属単結晶 尚,ナ ノスケールのグラニュラーマテUア ルの

として内包されることを示し,フ ーラレンと共に 研究は,液 体,ア モルファスなど均一多成分系に

籠型カーボンクラスターの空洞に金属を詰め込ん おける構造,組 成の揺らぎ,金 属学の伝統である

だ新物質の将来性について述べた。 析出現象の素過程,複 合材料の設計等,材 料科学

大野等は,C60のfcc分 子性結晶の室温付近での における重要課題の解明にも適用できると考えら

分子の回転や方位を明らかにするため局所密度近 れるので,こ の方面の研究は益々発展すると予想

似の範囲で全電子混成基底法によるバンド計算を される。

行った結果を紹介し,対 称点での縮重度,エ ネル 最後に,ご 多用中にも拘らず貴重な研究発表を

ギー分散関係,ギ ャップの様相とC、。の方位の強 して戴いた諸先生に,紙 面をお借りして感謝する

い相関rcに ついて謙 した・ 次第である・C

高橋 は,試 作 した極低温高工ネルギー分解光電

子分光装置(到 達温度145K,エ ネルギー分解能 二

20meV)を 用いた,フ ーラレンの電子状態(特 に

エネルギーギャップの評価)や 強相関系Ce化 合

物のフェルミ面での状態密度の特徴について紹介

した。

(4)バルク固体中のナノ構造体の物性

浅見等は,液 体急冷法で作製したアモルファス

Zr-Ni合 金の大気中での高温酸化挙動を調べ,酸

化初期過程ではZrが 優先的に酸化されると同時

にNiが 遊離して微細な金属微粒子を生成 し,触 媒

金属の担持法として有効であること,酸 化の進行

と共にNiも 酸化されることを紹介した。
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MXchain錯 体 の電子素励起

東北大金研 黒 田 規 敬

1.は じめにptOl,PtBrの 光誘起欠陥とラマン散乱

白金,パ ラジウム,ま たはニッケルがハ〔コゲン 太田純雄,栗 田 進(横 浜国大工)

イオンによって架橋された,鎖 状の結合から成る 〔Pt(en)2]〔Pt(en)2012](CIO、)4と 関連物質の

化合物はMXchain錯 体と総称され,現 在200種 近 中性子散乱による研究

くの物質が合成されている。これら一群の擬一次 梶谷 剛(菓 北大工)

元錯体の多くは半導体であるが,構 造の低次元性 硫酸塩白金錯体の高圧光吸収とラマン散乱

1に 加えて,電 子相関の効果が顕著であるという,松 下信之(東 大教養)

通常の半導体には見られない特長を持っている。 金属錯体におけるプロトエレクトロニクス

ポーラロンやソリトンなどの電子物性 は強相関一 三谷洋興(北 陸先端大)

次元系の特長を強く反映しており,新 しい光工レ(BEDT-TTF>20u(NCS>,末 端水素の〔P性子非

クトロニクス材料として豊かな可能性 を内包 して 弾性散乱 豊田直樹(東 北大金研)

いることが,最 近の研究によって明らかになって[Pt(en)、 〕〔Pt(en>2Cl2コ(ClO、)、のX線 散漫散乱

きた。さらに,こ れらの錯体では電子 ・格子結合 若林信義(慶 大理工)

と移動工ネルギー,お よび電子相関の相対的な強1/月9日

さを化学的に制御することができるため,電 荷密MXchainS9体 におけるソリトン,ポ ーラロンの

度波のみならず,ス ピン密度波,結 合交替波,そ ダイナミ、ソクス 岡本 †専(菓北大科研)

してスピン ・パイエルス状態など,多 様な電子状lHNMRを 通 して見たMXchain上 のスピンの

態が出現するものと期待される。そのため,酸 化 運動 池田龍一(筑 波大化学)

物高温超伝導体のプロトタイプとしての認識が最MXchaInの キンクの量子揺らぎとミッドギヤッ

近高まりつ'>bある。このようなMXchain錯 体の プ光吸収 黒田規敬(東 北大金研)

合成と電子素励起の物性についての我が国の実験 擬一次元ハ[コゲン架橋金属錯体における金属一絶

研究は世界をリードしており,ま た,い くつかの 縁体転移とCDW-SDW転 移

理論グループは意欲的なアプ ローチを試みてい 山下正廣(名 大情報文化)

る。本ワー一クショツプではこれらの研究者が集まMXchain錯 体のフエムト秒分光

つて現時点での問題点を整理し,今 後の研究方向 小林孝嘉(東 大理)

を検討した。 乱れた側鎖配列を持つMX一 錯体における励起子

緩和 和田芳樹(無機材研)

2.ワ ー一クショップ報告 一次元系のbiexcitonの 関与する非線形光学応

ワークショツブは平成5年M月8日 と同9日 の 答 〉.A.Shakin(理 研)

二日間にわたって東北大学金属材料研究所講堂に 阿部修治(電 総研)

おいて開催された。延べおよそ40名 が参加 し,以 まとめ 栗田 進(横 浜国大工)

下のプログラムに沿って活発な討論が行われた。

M月8日3.成 果

挨拶 黒田規敬(東 北大金研)高 工ネ研の岩野と那須は光物性,特 に光誘起吸

MXchainの 理論の現状について 収スペクトルの理論について発表した。彼らは従

岩野 薫,那 須奎一郎(高 工ネ研)来 の拡張ハバー一ド ・パイエルス模型に対 して更に
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励起子効果を取り入れて,移 動エネルギーが小さ すことができない。かねてより水素結合の重要性

い極限,中 程度,お よび大きい場合のポーラロン に着目していた北陸先端大の三谷は,プ ロトンと

と中性 ソリトンの光吸収 スペク トルを計算 し,電 子との連携を基本原理とする新 しい物性分野の

種々の物質での実験結果と比較した。横浜国大の 展開を目指して,水 素結合を介した一次元金属錯

太田と栗田は,PtOIお よびPtBpのchain上 にで 体 と電 荷 移 動 錯 体 と の複 合 体[M(H,DAG>

きるソリトン,ポ ーラロンなどの光誘起欠陥を,(HDAG)]TCNQ(M=Ni,Pd,Pt)に ついて,電

それらの欠陥に付随する局在格子振動モードの共 気的,光 学的に調べた結果を報告 した。このシス

鳴ラマン散乱によって調べた結果を報告した。何 テムは常温では金属状態であるが低温で半導体的

れの物質でも数本の局在モードが観測され,そ れ な混合原子価状態となり,更 にはプロトン移動を

らはA吸 収帯近傍で共嶋効果を示すことが見出さ 伴った特異な電子状態へと多彩に変化することが

れた。PtOIで は二種類の共鳴準位のあることが 見出され,そ の要因は特異なプロトンー電子相互

示唆さR,ま たPtBrに ついてはESRの 結果も勘 作用にあることが論じられた。また,有 機超伝導

案 して欠陥が10サ イト程度に広がっているという 体として関心 を集めている一次元電荷移動錯体

考察が示さRた 。東大の松下は硫酸塩PtBr錯 体(BEDT-TTF),cu(Ncs)、 の,プ ロトンによるq

単結晶の光吸収スペクトルとラマン散乱を高圧下 中性子非弾性散乱についての最近の実験結果が東

で測定し,混 合原子価やミッドギャップ状態およ 北大の豊田によって報告された。彼らが得た非弾

び圧力誘起構造相転移を調べた。それによれば,性 散乱スペクトルの温度依存性はプロトンのダイ

電荷移動吸収端が圧力と共に低工ネルギー側にシ ナミックスが超伝導転移と密接に関連することを

フトして行くと同時に,2,5GPaあ たりから新し 示している。この結果は一次元電荷移動錯体系の

い吸収帯が現れる。また,ラ マン散乱スペクトル 超伝導研究に一つの新しい方向を示峻するものと

にも/.5GPa以 上の圧力で新しいピークが現れ 思われる。名大の山下は,鎖 間を繋ぐ二次元的水

る。これらの結果に基づいて,常 圧下では折れ曲 素結合を無くしたNiCl錯体では,電子相関と電子

がっていたPtBn鎖 が圧力の増加により直鎖に変 格子結合との競合があらわになる結果,室 温付近

化する構造相転移が起こるものと推定された。 で電荷密度波一スピン密度波相転移が起きること

キンクの導入に伴った白金電荷の周期の乱れに を見出した。また,Pt21複 核化合物が室温よりも

よる,qp性 子散漫散乱の実験結果が東北大の梶谷 少し高い温度で,金 属一絶縁体(ス ピン密度波)

によって報告された。いくつかの隣接する逆格子 転移を起こすことを報告した。

点での散漫散乱強度には規則的な強弱の差が見ら 光誘起ミッドギャップ状態のダイナミックスの

れることにより,擬 一次元鎖同士の短範囲の化学 研究にも新しい展開が始まっている。東北大の岡

的相互作用には鎖の変位も伴うことが示された。 本はPtBpお よびPtl錯 体の光誘起吸収スペクトG

更に,非 弾1生散乱によってTAフ ォノンの分散関 ルの時間依存性や光伝導度などを解析することに

係が求められた。これは,プ ロトンによる強いバ よって,光 キャリアがポーラロンおよび荷電ソリ

ックグラウンドのためにこれまで困難とされてい トンとして存在することを提言した。また,ス ピ

た,有 機物結晶のフォノン非弾性散乱が観測され ン密度波相にあるNi錯 体についても同様な測定

た数少ない例の一つとしても注目される。一方慶 を行い,こ の系の光キャリアが一一種のポーラロン

大の若林 はPtOI結 晶における鎖内の電荷の規則 であることを示した。筑波大の池田は,プ ロトン

性の乱れを,X線 散漫散乱の測定によって調べた。 の核磁気緩和を測定することにより,鎖 の上に生

乱Rに は鎖間で強い相関があり,少 なくとも30Aじ た不対電子の運動についての情報を得る試みに

以上離れた位置にある鎖にまで相関が達している ついて紹介 した。PdBr錯 体結晶での測定によれ

ものと結論された。このような鎖間相関について ば,お よそ20個 のPd原 子上に広がったスピンが,

の知見は電子物性の研究にとって不可欠であり,ポ リアセチレンの場合と同程度の速度で鎖上を拡

今後の研究の発展が強く期待される。 散している。彼らはこのスピン拡散の担体をソリ

鎖間相関の媒体として水素結合の存在を見落と トンと推定 した。東北大の黒田はPtOl錯 体の光
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誘起ESRス ペクトルの角度,周波数,および温度 た。これにより,非 線形光吸収においてクーロン

依存性の詳細な解析を行い,2個 のPtに 局在した 相互作用の効果,特 に励起子効果が重要であるこ

光誘起スピンソリトンが低温で大きな振幅で揺ら とを示した。

いでおり,高 温になるとホッピング運動をするこ

とを示した。また,ミ ツドギヤツプ光吸収スペク4.ま とめ

トルの半値巾と形状の温度変化がこのような局在MXchain錯 体研究の大きな特徴は,多 くの物

したソリトン特有の量子揺らぎによって理解でき 質が我が国で合成されたものであり,か つ錯体化

ることを論じた。 学研究者と物性物理学研究者が緊密な連携を保ち

MXchain錯 体特有の電荷移動励起子の光学特 ながら多角的に研究を推進しているという点であ

性について三つのグループが報告した。東大の小 る。今回のワークショツプではこれらの研究者が

林はパルスレーザー励起下でのフェムト秒という 初めて一堂に会して現在の問題点と将来の課題を

極短時間スケールでの誘導吸収 ・放射過程の測定 討議することができ,大 変有意義であった。栗田

を通して励起子の緩和機構を考察した。無機材研 による総括でも指摘されたように,現 時点では結

の和田は,乱れた側鎖を持つPtOl錯 体では,不均 晶の純度と完全性の点で向上すべき余地がまだ残
一広がりを生じた準位間のホツピングが自己束縛 されている。また,今 後は研究対象をワイドギャ

励起子のエネルギー緩和に重要であることを指摘 ップ錯体からナローギャップおよび金属系へと一

した。理研のShakinと 電総研の阿部らはパイ工 層広げてゆく必要があろう。したがって,化 学研

ルス ・ハバード模型に基づいて2光 子吸収におけ 究者と物性研究者の連携が益々重要になるものと

る励起子と励起子分子の寄与を理論的に考察し 思われる。

「中性子回折の材料開発研究への応用」報告書

東北大金研 山 口 泰 男

1.は じめに 大橋正義(金研)

・ 標記ワー一クショップが平成5年M月15日(目,/6・ 希土類酸化物を添加したZrO、 の構造変化

(刈両日金研/号 棟5階 会議室において開かれた。 八島正知(東 工大工材研)

出席者は24名 であった。 ・高圧力下における中性子回折 川野真治(KUR)

このワークショツブの目的は,材 料開発研究に ・粉末〔P性子回折による結晶構造解析

中性子回折がどのように役に立つかを議論するこ 梶谷 剛(東 北大工)

とであるが,今 回は金研の多結晶試料回折装置「高 ・酸化物磁性体 における結晶構造および磁気構造

能率高分解能中性子回折装置(HERMES)」 の予 の研究 吉沢英樹(物 性研)

算要求を控えていることもあり,こ の装置の設計 ・液体金属の構造と電子一イオン相関

や使途に関するものに話題をしぼった。 武田信一(九 大教養)

・原研HRPDの 現状について 森井幸生(原 研)

2.プ ログラム(懇 親会)

11月 り5日(月)/4:00～18:30M月/6日(刈9:30～12二30
・はじめに 山口泰男(金研)・KEI〈 の新HRPに ついて

・希土類磁性体における磁気構造の研究 神山 崇(筑 波大物工)
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・高能率 高分解能中性子回折装置(HERMES)を 強調し
,元 来,結 晶のり/10程度の散乱強度しか

について 山口泰男(金 研)な い液体の研究には,程 々の分解能で高中性子強

・コメント 西 正和(物 性研)度 の装置の必要1生を説いた
。森井は,原 研で現在

十IERMESの 技 術 的 問 題 につ い て のdis一 稼 働 して い る高 分解 能 粉 末 中性 子 回折 装 置

cussiOn(HRPD)に ついて述べこの装置は,△d/d=0 .38

%の 高分解能を達成 していること,た だそのため

3.成 果 に能率は犠牲になっており/つ の回折パターンを

各講演者は,何 れも中性子回折実験の経験豊富 とるのに12～24時 間かかることを報告した。神山

な人達であるので,ま ず自分の行っている研究に は高工ネルギー研究所の新しい粉末qコ性子回折装

ついて述べ,そ れを踏まえて新装置のあるべき姿 置について述べ・位置敏感検出器を駆使 して高能

について提言を行って頂いた。 率高分解能を目指したこの装置が短い整備期間で

大橋は,吸 収の大きい試料の例 としてDyMn、 立ち上がったこと・ りつの回折パターンが2～3

X、(X=Si,Ge)を とり上げ,平 板状試料における 時間でとれるようになることを報告した。最後に

測定経験より,試 料の粒径の効果等を論じた。八 山口は・金研の計画している装置についてかなり1

島は,ZrO2を 中心とした酸化物の構造相転移 の 詳細に亘る検討結果を示した。この装置は,原 研

話から,角 度範囲の広いデータがとれること,測 のHRPDに 較べると分解能を多少犠牲にして測

定が迅速であること,高 温(1600℃)電 気炉および 定能率を上げることを考えており,300本 の計数管

特殊条件下での試料セルの必要性を説いた。川野 を並べた形になっている。このため通常のX線 回

は,高 圧力下での実験の意義を説き,広 い温度範 折なみに・/5～30分 で1パ ターンがとれることを

囲および圧力範囲での物性を概括 した。また,各 目指している・そのために必要な装置設計,デ ー

種方式の圧力セルを比較検討した。梶谷は,電 子 タ処理方式や,備 えるべき附属品類についても議

線回折による結晶の対称性の決定と,こ れに組み 論した。

合わせた粉末中性子回折法の有用性を述べた。吉 このワークショップは,新 しい装置の建設と言

退は,酸 化物磁性体における最近の話題から,粉 うはっきりした目的を持ったものであったため,

末試料で結晶構造および磁気構造がかなりの精度 議論はよくまとまり,設 計のかなり具体的なとこ

で出せるようにする必要性を述べ、分解能は多少 うにまで話が及んで,充 実した集まりであった。

犠牲にしても,実 験能率を重視すべきことを説い また,第1日 目の夜持たれた懇親会も情報交換の

た。武田は,液 体金属分野で考えられる実験テー 場 として大変有効に機能 して楽 しいものであっ

マを概観 して,こ の分野での中性子回折の鋤要性 た。

ヨlIF≡旨JllF㌔ ≒」1■Et=ヨ11ESllP豪 一g11鵠 闘F手 ≒」llF≠ ヨ1lF'目11F爵 」llF轟llF≒ ≒目llF霜 開曜1

おことわ り 理解下さい。機会がございましたら,新 館の見学

長年親しまれてきた金研3号 館(東 側)が その かたがたお立ち寄り戴ければ幸甚です。皆様の思

使命を終え・平成5年 の暮れに新2号 館として生 い出,青 春が一杯詰まった建物をご記憶に止めて

まれ変わりました。現在引き続き,新3号 館の建 戴くため,評 価室分析班の真壁完一氏のご好意に
設が進められています。金研で研究生活を送られ より,建 て替え前後の写真を掲載致 しました。尚
た諸先生・諸先輩の皆様には・哀愁の念を禁 じ得 今回,図 書室,材 料計設データベース室の新棟移
ないことと存じます。 しかし・"新しい酒は新 しい 転も重なり,「最近発表された論文等リスト」は掲
皮袋に"の 例え通り・2/世 紀に向けて発展する金 載できませんでした。次号をご参照下さい。

研の研究を支えるにふさわしいイベントとしてこ(K・S)
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1金 研新2号 館誕生
l
l3枚 の 写真は、 いずれ も旧3号 館本 多記念 館の屋上 か ら撮影 した もので す。(K .M)

へ

r

写真① 倉 一

中庭に見えるプールとバレーコー トの上に第2新 研究棟1ζ

が建設されることになりました。frAI

譲

藩
壱 葦

　 セ ひ

写真②'倉

建設もすすみ,鉄 骨の組立ても着々と進行

←

写真③

新図書室,会 議室,講 堂棟の2階 と共に,8階 建の

堂々たる第2研 究棟が完成 し,直 に引越 しが行なわれ,

新素材開発施設および9研 究部門が引越 し,新 たな気

持で日夜,研 究活動に励んでいます。

94年3月11日
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平成6年 度研究会採択一覧

繁 研 究 会 の 名 称 氏㌔ 表所轟 職 離 予 醐 間 連朧

94-/結 晶デザインと育成技術 佐々轍 介 繋 藻6.4.22--6.4.22旧 間 福田 承生

94-2瀟 聖雛 よる糟 体中不欄 焔 の 吉田 博 響 藷 手6.6.2・ 一・6.6.32醐 角野 浩二

94-3鑛 の次元性と融 鰭 後藤 武生 轟輩藷 授6.6./6・ 一一6.6.Aア2日 間 船 厚生

94-4灘 籠 箋禽雛 内殼準位スペクト1レ ・」、谷 鞘 欝 鍵6.8./8'-6.8.ag2醐 奥 正興

94-5饒 臨 ≦魂 漏[こ よるt7メ ータ 田中 酸 購 議 計6.8.22・-6,8.232日 間 頼 費二

9牛6灘{こ おける新 しいタイプのホ目輪 鈴木 増雄 舞 藤 纂 理6,9.8--6.9.92日 間IU添 良 幸e

94-7複 合極限条件による材料、物性研究 遠藤 將一 魏う響 繋 質研6.12./～6,12.22日 悶 黒田 規敬

計7件

平成6年 度ワークショップ採択一覧

饗 ワ ー ク シ ョ ツ プ の 名 前 官 代 職表 ～ 名 開 催 期 間

94-1機 能 材料の局所構造制御と解析 助 教 授 隅山 兼治6,5./3～6、5.13/日 間

94-2材 料 の機能性と水素との関わりに関する研究戦略 助 教 授 青木 清6.6.23～6,6.242日 間

94-31騰 能 材料[こおけるナ購 造制靴 その特性 教 授!P#謄6・9・29～6・9・302日 間Q

94-4溶 液 構造 と結晶成長 教 授 小松 啓6./0,G3～6.10、/42日 間

94-5メ スバウアー分光 による材料物性評価 教 授]]ロ 泰男6,10.20～6.り0.212日 間

94-6養 健 移鋸 化舗 の融 態と磁気的電気醗 助 手 吉m肇6.11./0-6.帽0旧 間

94-7金 属表面素過程の原子 レベル観察 助 教 授 橋詰 富博6.M./5～6./1.162日 間

94-8墜 禦 騨 傷 一その構造とキヤラクタリ 教 授 山□ 貞衛6./2.1-6.12.22□ 間
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平成6年 度新素材開発施設共同利用研究採択一覧
(所外)

採択 継続 共 同 利 用 研 究 者(所 外)(代 表)
新規 研 究 題 目

番号 の別 所 属 官 職 氏 名

94-40/継続 縮 譲 摯讐 融 離 繍 おi酵鼎M　 獅 麹 大学肛 学部 教 授 仙名 保

94-102新 規 銅硫化物超伝導体のCu核NMR桐 蔭学園横浜大学工学部 助教授 斎藤慎A郎

94-103継 続 強相関係物質のNMRとNQRに よる研究 琉球大学教養部 助教授 二木 治雄

94引04新 規CoMSe、(M=Ti,V)のNMR東 北大学理学部 教 授 上村 孝

,94-/・5襯 翻 罐 灘 誹 胎 金1こおける微細構造の 大阪大学産業科学研究所 助獺 跡 瑚

94-106鞭 藻岬nを 含as3元 系金關1給 物の核蔽 共 東北学院大学工学部 教 授 鹿又 武

94-107継 続 覧A② 給 嗣 化舗 のNMR(R=希 土類元1訓 大学理学部 教 授 耕 實之

94-/・8繍 離 評 αMnlWβ とその関連化舗 の 齪 島大学理学部 助獺j"上 正之

94-1・9襯 繭 蕪 ウム化舗{こおけ腫 い電子状態の 鵬 大学総合科学部 助獺 唱 健一

94-MO襯 ㌫ 携;購 露 豪近鵬 晶[こ関するNMR名 古屋大学工学部 鞭 水谷宇一郎

94-//1繍 鮮 属胎 物を出発顯 とする薄膜胎 成と 東北大学工学部 助 手 松本 良夫

94-//2新 規 高誘電性アルミニウム複合酸化物皮膜の作製 北濡道大学工学部 助教授 高橋 英明

94-la3隔 茄礁 タング万 ン/シラン系CVDへ の添 東京大学工学部 教 授 蟷 山 宏

94-114襯 嘉檬 繍 藤 講 羅 および核則 検出 岩手大学工学部 教 授 鵯 難

94-1/5継 続 固体負イオン源用ターゲットの開発 京都大学工学部 教 授 今西 信嗣

94-116纐 萎醐 し法による酸素注meの プロファイiYン 広島大学工学部 助 手 西山 文隆

194-117継 続 襲鞠 懸 尼旛 灘 籍畿膜を前馬区体とする 北髄 大学工学部 言黄 師 鍔 難

94-/1i8襯9麗 鞠 繍 副b-N麗 膜備 晶化鍍 膨 大学工学部 鞭 細 †専日召

94-//9新 規 スパッタビーム法による鉄系薄膜の作製 東北大学科学計測研究所 教 授 島Eヨ 實

94-12・ 纐 イか 脇 晶ヘテ・界面の構造 ・化学・・・・・・… ナミクス・究センター 婆哩 柳瀬 明久

9を12腿 続 魏 擁 楠 藷 離 鵬 震を前駆体とする 北濡猷 学工学部 講 師 金野 英隆

94-/22新 晦 難鋸 化舗 を出糊 質とする薄膜の舗 と 東北大学工学部 助 手 松本 良夫

94-123継 続 超伝導/強 磁性・多層膜新素材の特性研究 大阪大学■学部 教 授 青木 亮二

94-124新 規 単原子層制御人工格子多層膜の界面反応と磁性 岩手大学工学部 教 授 中嶋 英雄i

94一り25新 規 酸化物超伝導体のcrucilble-lessmelting山 梨大学工学部 助教授 細谷 正一

94-/26襯 撃雛 甥 騙 成時の輸送現象の糊 並びに結 東北大学反応化学石丹究所 教 授 宝沢 光紀
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採択 継続 共 同 利 用 研 究 者(所 外)(代 表)
新規 研 究 題 目

番号 の別 所 属 官 職 氏 名

94-127新 規 単結晶ZnSeの 電子遷移状態の評価 慶応義塾大学理工学部 助教授 松本 智

94-a28新規 臨 覇繍 鰻 繧 液界面形状制備 成と極 轡 鵬 騨 技{磁 鯉 臓 充典

94-129継 続Cz単 結晶成長法の熱工学的研究 九州大学機能物質科学研究所 教 授 尾添 紘之

94-130繍 嚴 編 慈 輩&砺 験NaNα ○講 膜 八戸工業大学 鞭 増田陽一郎

94-fi31新 規 金属表面酸化膜の構造解析 東京大学生産技術研究所 教 授 増子 異

94-/32繍 璽鞠 蟻 薩 書屡離朧 駿を前駆体とする 北髄 大学工学部 講 師 金野 難

平成6年 度新素材開発施設共同利用研究採択一覧(所 内)1

採択 所内 共同利用研究

研 究 題 目
番号 官 職 氏 名

94-201高 温超伝導体のNMR教 授 深瀬 哲郎

94-202二 次元準結晶の研究 教 授 井上 明久

94-203高 品質GeSl単 結晶の育成とその技術の開発 教 授 角野 浩二

94-204不 純物注入による半導体の改質 助教授 末澤 正志

94-205光 吸収法による半導体〔Pの不純物の研究 助教授 末澤 正志

94-206シ リコン ・ゲルマニューム混単結晶の成分評価 助教授 末澤 正志

94-207HNMRに よるPd-〉 合金中の水素の運動 教 授U」 口 貞衛

94-208金 属/金 属系および金属/半 導体系のイオンビームミキシング 教 授 山ロ 貞衛

94-209軽 水炉圧力容器鋼の粒界肺化〔こ関する研究 助教授 本村 晃彦(

94-2りOF二e基 ナノグラニュラー合金膜の構造と磁気特性 教 授 鈴木 謙爾

鯉 り憐 竃驚 羅 齢 副 力ロ価iL9グラニュラーマテリア/レの作成と高分解能電子顕微 教 授 鈴木 調
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採択 所内 共同利用研究
研 究 題 目

番号 官 職 氏 名

94-219強 磁性/超 伝導人工格子膜の磁化及び超伝導の振舞 教 授 藤森 啓安

94-220ヘ テロ構造(CO,Fe)一(Al,Si,B)一(N,0)薄 膜の軟磁性特性と電気伝導 教 授 山□ 貞衛

94-221RHEEDに よる金属人工格子成長のその場観察 教 授 藤森 啓安

94-222Sm-Coス パッタ薄膜の高保磁力と高密度磁気記録薄膜触媒に関する研究 教 授 藤森 啓安

94-223単 結晶材料融液の粘性測定 教 授 福田 承生

94-224酸 化物単結晶作製に関する研究 教 授 福田 承生

94-225化 合物半動体結晶作製に関する基礎的研究 教 授 福田 承生

f94-226半 導体形状制御の研究 教 授 福田 承生

94-22ア 酸化物単結晶の組成分析 教 授 福田 承生

94-228房 糠 副 舗 原料を用し'たE。RプラズマCVD法!こ よる酸化雛 言秀電体鰻 教 授 平井 麟

凶9牛237瀟 纏 法【こよるAI基アモ/レファス含金およ階 講 型合金のイ乍製とその 助 手 松崎 邦男

一25一



平成6年 度附属強磁超伝導材料研究センター共同利用採択一覧

採択番O研 究 課 題 名 所 属 職 名 申 請 者

94一り01係 酸吻 超伝導体の飴 状態における異万性 輩籔 野 学技1荷大 教 授S#捷 三

94-GO2高 温超伝導体の混合状態{こおけるホール効果 北濡道大学 理学部 助教授 松田 祐司

94-103鉛 系酸化物超伝導体の臨界電流密度の向上に関する研究 東北大学 工学部 教 授 斎藤 好民

94-104高 温超伝導酸化物の磁気抵抗 東京大学 工学部 講 師 高木 英典

94-/05ウ ラン金属間化合物のdトIvA効 果 東北大学 理学部 教 授 小松原武美

94-/06高 磁界超伝導線材の研究 菓湧大学 工学部 教 授 太刀川恭治

94-107LaRh、 及びCeRh2の 超音波測定 岩手大学 工学部 教 授 吉澤 正人

94-108AeA$量 子炉 中Xバンド電子の量子i"-Jレ効果 輩騨 科学技術大 教 授 堀 秀イ言(

94-109野 強醐 下1こおけるスピン聾 波のスライディングの研 鯨 大学 教欝 部 助獺 前田 京岡1

9輔 鮮 融 醐 下の2>R」t電子系の量子ホー働 果と基麟 摺 院大学 欝 部 教 授 鵬 鞘

94-111有 機伝導体の強磁場下での金属一非金属転移 東邦大学 理学部 教 授 梶田 晃示

94-112Y系 酸化物超1云覇 膜の組系哉構造と臨織 臨 糀 講 講 科 助教授 鈴木 緻

94-/13超 伝導体の臨界電流密度のヒストリー効果 日本大学 理工学部 講 師 久保田洋二

94-M4R(Znl-xCux)・(R:希 土類)単結晶の磁性 九醤 評 学 講 自而 北井 猷

94-//5半 磁性半導体超格子の強醐 磁気光学効果 東1鰭 測研究所 教 授 岡 嶽

94-//6Sm-Ooス パ・yタ膜の高磁場の磁気特性 山形大学 工学部 教 授 森[E博 昭

94-/17高 温超伝導材料のJcの 異方性とピンニング 秋田大学 鉱U」学部 教 授 永田 明彦

94-118三 元・多元鉄族鋸 間化合物の強醐 靴 過程の研究 東醤 駐大学 教 授 諏 武

94-119無 機スピン畳パイエルス物質CuGeO・ の高磁場相の研究 鯨 大学 工学部 教 授 内野倉蹴(

94一り20異甜 を前 る分子嚥 場酉己向 東醗 難 所 教 授 山本 隆

94-12/磯 電解則 こ及ぼす囎 場の効果 東講 杢峯瀟 助 手 麟 昭則

94-122ラ ンダ∠」強磁性体Eu,一 。Sr。S系 の強磁場磁化過程 大阪大学 理学部 講 師 白鳥 紀一

94-/23イ/レ メナイト型混晶(M1・MII)Ti・ ・の強磁場蹴 齪 幡 撃奮好 大学 教 授 伊藤 厚子

94-124Mn鍮 の轍 場磁個 呈と磁場誘起欄 移 芝塑碁 査宝学部 教 授 堀 富栄

94-a25騨 希土類化舗 の磁性とドハnス'フ ァンア1レフェン 名亨騒 業大学 助獺 坂本 功

94-126MRI勾 酉己磁場]イ1しドラ▲の繍 制御 東編 学研究所 教 授 谷)il頁 二

94-/27電 極反応における磁場効果 職業能力開発大学校 教 授 青柿 良一

94一り28RC・ ・SI・(R-Nd・Tb)嚥 気相図 山顯 寡析センター 縢 授 鯛 透
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採択番ロ 研 究 課 題 名 所 属 職 名 申 請 者

94-129編 ポリエ万1し 嚥 場配向 蛭 蝿 大学 教 授 縢 栄子

94-130衝 撃圧力下で作製されたSm2Fei7N。 の磁化測定 神戸大学 理学部 教 授 本河 光薄

94-13/強 相関物質の強磁場中磁気抵抗の測定 神戸大学 理学部 教 授 本河 光博

94-132が ラス中磁気不純物の強磁場中交流帯磁率測定 神戸大学 理学部 教 授 本河 光博

94-133500GHz-/THzジ ヤイロトロンの研究 鷲 査憲酬 究所 教 授 鯉}B義

94-134強 磁場による生体反応 杏林大学 保健学部 教 授 岡井 治

94-/35f電 子少数キャリヤー物質の強磁場磁性と伝導 東北大学 理学部 助教授 鈴本 孝

94-/36塑 性変形を加えたPt3Fe単 結晶の磁気異方性 岩手大学 工学部 教 授 高橋 正氣
'
94-/37鰍 齢 購 膜の髄 界中1こおける電流磁気蘇 横糎 暴大学 教 授 解 圭一

94-/38灘 轟 麟 諮 み響 驕 の強磁場特性儲 場下 東輩査審信研究所 教 授 山下 努

94-/39醐 性鋸 水素化傭 極の平衡電位{こ及ぼす磁捌 果 横醤 大学 教 授 山□ 益弘

騨 喉 が ワ ルミ網 鵡 材料の認 界特性改良燗 する研 山口大学 工学部 教 授 劉 敵

94-/41超 強磁場マグネット用補強安定化材の開発 岩手大学 工学部 教 授 能登 宏七

94-/42酸 化物高温超伝導材料の電磁気的及び熱的特性の評価 岩手大学 工学部 教 授 能登 宏七

94-/43実 用超伝導線材およびその構成材料の歪特性 岩手大学 工学部 教 授 片桐 一宗

94-/44高 温酸化物超伝導繊維の強磁場中での臨界電流密度の測定 名古屋工業大学 助教授 後藤 共子

94引45超 伝導材料の微細組織とピン特牲 京都大学 工学部 教 授 長村 光造

94-/46強 磁場下における構造材料の力学的挙動に関する研究 東北大学 工学部 教 授 進藤 裕英

94-44ア 超電導技術構造用金属材料の相変態に及ぼす強磁場の影響 東京大学 工学部 助教授 柴田 浩司

1「94-2011¥磁 性半導体の髄 場胱 東斐喬籍料研究所 助 手 茂木 巌

94-2・2化 学如 こよる形態形成[こおよぼす葡 場の影響 東蓋藷 料研究所EtO手 茂木 巌

94-203窒 素凱 型{tatva]R,Fei,Nxの 強磁場磁化齪 塾 藷 料研究所 助 手 力e藤 宏朗

94-204酸 化物灘 体{こおける醐 誘齪 転移と磁歪 東編 料研究所 助 手 力ロ藤 瑚

94-205鉄 族遷移金属胎 金 ・鋸 間化合物の強磁場朧 東釜窟籍料研究所 助獺 金子武畑

94-206U(Pt・ 一・Au・)・'(5・CD超伝導と磁気的腰 東釜藷 料研究所 助 手 廣井 政彦

94-207酸 化物高温超1云導体1こお〔Vる磁束グラスー液体欄 移 東鑛 料研究所 教 授/」 、林 典男

94-208細 気効果[こよる酸化物超伝導体の磁束翻 の研究 東釜藷 料研究所 助 手 佐々木尚子

94-209撒 茄 機伝導体の翫 磁気効果 東釜藷 料研究所 助 手 佐々榑 彦
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雨択番ロ 研 究 課 題 名 所 属 職 名 申 請 者

94-210La系 酸化物超伝導体の鰹 場下の儲 波齪 東編 料研究所 教 授 顯 哲郎

9を21幅 温超騰 体のNMR東 輩講 料研究所 助 手 後藤 貴行

94-212Mnを 含む反葡 陛体の蹴 遇程の研究 東斐藷 料研究所 教 肌 ・ 泰男

94-2a3≡ 元希土類 燃 化合物の磁1生 東斐藷 料研究所 助 手 ・」鵬 秀也

94-2/4希 土類金關 化舗 の強醐 磁・陛 東編 着珊 究所 助 手 阿部 馳

94-2/5超 証 強 磁馴 こおける磁気鋤 果 東繍 料研究所 助搬 顯 葡

94-2り6Fe基 グラニュラー万 リア/レの磁性と翫 伝導 東締 料研究所 教 授 鈴木 論

9を2幅 藩 鍵 びC。-Cu相 艦 型合金脚 臥 磁気抵抗の 東薪 料研究所 助 手 三谷 調

媚
94-2り8鉄族鋸 一白金系規則合S(Diit磁場下の欝 東釜藷 料研究所 助 手 吉田 肇

94-2り9超 強蘇 ロカO結晶の嚥 東斐轟 研究所 教 授 細 承生

94-220葡 場下1こおけるU給 金の翰 東蕪 宥料研究所 助獺 馴 佳1申

94-22/酸 化物超伝導体囎 講 マグネット応胱 研究 東蕪 撫 研究所enw授 渡辺 磁

94-222螺 勲 霧 蕪1こよる酸イt物超1云躰 の磁束ピンニング 東錨 料石丹究所 助 手 淡路 智

94-301Bi系 靴 物超鵡 本の開発 塁憲雛 裏柵 究所 灘 井上 廉

94-302高 温超融 体の融 場こおける伝導 犠 翻 寝術研究所 鯉 門脇 ロ男

94-303灘 強化型Nb・Sn超電導翻 の高醐 界特性 馨 穫騰 蓉盤 所 聖難 立石 裕

94-304先 進A45型鋸 間化合物 ・極細多芯線の開発 鶉 編 醐 究所 馨糎 井上 廉

9牟40稿 磁界用超電導線材の研究 塾 喬霧料研究所 教 授 小林 期

94-4・2高 磁界用超講 廟 開発 塾 藷 料研究所 教 授/」、林 期

9期 極細多囎 鵡 の特餉 上 東鑛 料研究所 鞭 小林 典男(

94-40420Tク ラスの超強磁場発生マグネット用超講 線材の開発 東綴 細 究所 教 授1」 ・林期

94-405耐 縣 窒化物磁石材料の開発 東鑛 料研究所 助獺 舗 矧

94-4・6カロ圧下での鰹 場中アニーリング 東茎藷 料研究所 助獺 金子畝 郎

94-4・7化 舗 細 云導棚 の高特性化{こ関する研究 塾 蘇 研究所 縢 探 灘 不ロ雄

94-408融 界用超{講材料の臨穐 流特性の研究 東釜編 料研究所 助獺 渡辺 不・雄

94-409高 磁界用超伝導線の階 翻 寺性の研究 東釜喬着料研究所 助獺 渡辺 不・雄

94-410鰍 場聡 云導舗 の測定言平価 東茎藷 料研究所 助獺 渡辺 和雄

9牛41構 融法で作製した孫 靴 物超伝導材糊 盤 場下での特 東鑛 料石丹究所 助獺 灘 磁
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平成6年 度研究部共同研究採択一覧

所 外 研 究 者 所 内 研 究 者

響 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名

9牛10権 鷲 瞑翻 蟹 譲墨離 礁 秩畷 数の局磁 繰 大 哩 桑沢 好貝lilfi木石丹U木 昌

94-102高 温超伝導体の超伝導状態における準粒子状態 新 潟 大 ・理 田仲由喜夫 刀 立木 昌

94-103尿 路結石の成長抑制機構に関する研究 徳島大総合科学 小藤 吉郎 小松研 小松 啓

94一り04Bi系 酸化物超伝導体の液相工ピタキシャル成長 徳 島 大 ・工 井上 哲夫 〃/」 松 啓

94-105巨 大タンパク質分子の結晶化制御因子の解明 徳 島 大 ・工 月原 冨武 〃 小松 啓

94-10曙 長する結晶の羅 励 覗 ヒ及びその理論騰 山 □ 大 ・工 測 螂 … 」、松 啓

1 94-107酸 化物超伝導体良質単結晶成長の研究 電子技術総合研 岡 邦彦 刀 小松 啓

94-1・8澱 震棚 変数とした/レビジウム塩の水溶液から 岩 手 大 ・教 重松 胴 ・・ 宮下 哲

94-109生 体高分子の結晶成長機構の解明 広 島 大 ・生 佐藤 清隆 〃 小松 啓

94-110錘 騒課 耀 堅長[こおけるte「minalsizeと 大阪大 ・蛋韻 松浦 良樹 〃1」 、松 啓

94-//1薄 膜における高分子結晶のモルフォロジー 京 都 大 ・理 泉 邦英 刀 小松 啓

94網2拡 散場中でのステップの挙動と結晶成長 名 古屋 大 ・理 上羽 牧夫 〃 宮下 哲

94-/り3騎 騨 体C「・-xRh・Se4の甑 転移温度へ旺 八 戸 工 大 畑 悟 木醐 金[Ei・Me>R郎

94-//4金 属間合物AuMn2の 磁性 東北大 ・素材研 松本 實 刀 金子武次郎

94-//5鞭 鋸 間胎 物の圧力磁 場誘起臓 転移の研 東北学院大 ・工 叡 武 ・・ 金斌 次郎

94-G/6臨 離 縁謀 蟹 曄 螺 蔑 箔鑛 対する 慶応大 ・肛 麺 修一郎 〃 金子畝 郎

94-117轄 体 ・鋸 麺 上フラーレンの電子鷹 青綱 ズ エUJD豪 桜畑 雛 舗

94■18墾 腿 灘 銚 晶内{こお1プる纒 成航 素の 長 崎 大 噛 麺 克廣 ・・ 宝野 和†専

ig4-119原 子レベルでの表面反応制御に関する基礎的研究 筑波大 ・物質工 重川 秀実 刀 桜井 利夫

94-120輪 含誌 論[こ よる鋸 間イヒ舗 中礪 三元 京 都 」」〈 ・工 沼倉 宏 ・/宝 野 欄

94-12/F=1-STMに よる高分子の表面 ・界面物性の研究 東 京 大 ・工 西 敏夫 〃 桜井 利夫

94-122単 原:lli-tipの作製 一 森讐 驚 孚 坂願 洋 ・/桜 井 利夫

94-123詣 議 麺[こ おけるエピタキシヤノレ成長初期過程 舶 駄 ・エ ー宮 彪彦 〃 桝 利夫

94-124蕩}騨 幅 豪のGaAsの ヘテロ成長欄 プロセス 広 島 大 ・エAE隆 文 ・ノ 桜井 利夫

94-125STM/STSに よるSiウ ェーハ表面の評価 大 阪 大 ・工 森 勇臓IY桜 井 利夫

94-126AトOu-Li系 合金におけるTi相の組成の解明 東 京 大 ・工 菅野 幹宏yy桜 井 利夫

94-127高 温超伝導酸化物の磁気抵抗 東 京 大 ・工 高木 萸典 小林研 小林 典男

94-G28高 温超伝導体の渦糸状態における熱輸送 岩 手 大 ・工 能登 宏七 刀 小林 典男
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饗 研 究 題 目 所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
所 属 氏 名 研究室 氏 名

94-129灘 誉脇 程甜 目をプロツク層とする銅酸 山 形 大 ・工 神戸 螂 ・」柵/」 、林 典男

94-130羅 難 囎 云導体における鋸 　非金繭 移と 北 陸 先 端 大 鉗 捷三 〃 小林 期

94-/31高 温超伝導体の混合状態におけるホール効果 北海道大 ・理 松田 祐司yy世 良 正文

94一り32盟 瞬 『TTF系 醗 超1云導体の儲 瀾 定1こよ 岩 手 ズ エ 吉澤 臥 深n頁研 深瀬 哲郎

94-133酸 化物超伝導体の熱拡散率とフォノン敵乱 岩 手 大 ・工 藤代 博之IY深 瀬 哲郎

94-134導 電性M(dmit)2塩 の電子構造の研究 東 京 大 ・理 田島 裕之 〃 深瀬 哲郎

94-135藻 混灘 場下の2次蝿 孫 の量子ホー/レ効果 轄 院大 ・馴U路 紳治//顯 翻

⊂
94-/36Ca・Geを 含aSMn合 金艦 ・陛 芝肛 業大 ・工 堀 富栄 榛)器 山□ 糊

94-/3ア 水素化物YFe、D。,YFe2H。 の中性子線回折 日 本 大 ・理 工 兼松 和男 刀 山口 泰男

94-a38臓 一Si維 嗣 化舗 の易舅版 館 性に関する 愛 媛 大 ・工 酷 昇一 ・・ 山□ 泰男

94-139Mn,Sn4の 磁 気転移の中性子回折による研究 慶 応 大 ・理 工 安西修一郎yy山 □ 泰男

94-140雛 激 葬uO・(M=Ba・S「)の 結晶髄 と超 搬 大 ・物質工 舳 崇 ノノtu・ 泰男

94-14/RRu2(Rl希 土類)の 物性 琉 球 大 ・理 矢ケ崎克馬 刀 阿部 峻也

94-/42ラ ーベス相RMn2の 磁気構造 龍 谷 大 ・理 工 井上 和子 〃 山□ 泰男

94-/43六 方晶フェライトの非共線的磁気構造 東京理大 ・理工 桃沢 信幸yy山 口 泰男

94一り44R(Fe,○ 「)2Si2の磁性 東 北 大 ・i理 小林 寿夫 刀 小野寺秀也

94-145R(Zn1-xCu。)2(R:希 土 類)単 結晶の磁姓 九 工 大 ・ 工 北井 哲夫yy阿 部 俊也

94-146半 導 体単結晶における転位構造の生成 岩 手 大 ・工 今井 和郎 角野研 角野 浩二

94-147塗 泉トポグラ兀 よる磯 結晶中の焔 の軸 観 横浜献 ・鯉 ・」、島 謙一 、、 鰹 浩二(

94-/48固 相一液相転移の理論的研究 岩 手 大 ・工 長谷川正之 川添研 大野かおる

94-/49ウ ルトラソフト擬ポテンシャルの開発と応用 岩手大・人文社会 進藤 浩一 刀 大野かおる

94-150巨 大な単位胞を持つ系の電子状態 奈良 県立医大 赤井久純yy高 橋 学

94-151鐘3ラ スター吻 多剛 果の理論とシミュレー 麟 総 舗 学 灘 三雄 ノノ 川添 良幸

94-152驚 雷 顕 灘 いタイプの擁 移の理翻 お 棘 大 ・理 鈴木 艦 ・・III添 匪

94-1533元 希土類化合物の電子構造 新潟大 ・教 養 長谷川 彰y]川 添 良幸

94-154解 学データベースを用いた多元合鎌 の胎 熱 萸北大 ・素湘 徳田 昌貝U、 、 川添 良幸

94-/55罫 元野 スピン系蠣 化過不呈とゆらぎ形態の研 京都大 ・職 学 宮下 精二"111添 良幸

94-a56鷺 繕 の階 現象の講 機シミゴレーション[こ 棘 大 ・工 縢 伸泰 ノノ 川添 麟
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饗 研 究 題 目 所所∵ ∵ 名 器 ㍗ 篭

94一り57生 体情報の数値解析 東北学院大・教養 木戸 眞美 川添研 川添 良幸

94-/58バ リスティック成長模型の理論的研究 東北学院大・教養 塚本 龍男 刀 川添 良幸

94-/59翻 騨 子の蜘 挙動と電子状態に関する騰 轄 騨 噸 佐々糠 造 ・・ 癬 かおる

94-/60房 罎 子を含むクラスタ吸 びイヒ合物の電子状態 東 北 ズ 理 阯 浩志 ・・ 高橋 学

94刊61材 料データベースの統合化 東京大・人工物工 岩田 修一 〃 川添 良幸

94-/62薯 酪鑛 駝 難 翻ERD蒲 よび驕 硝 滅 九州大鯛 力学 翫 英一y.)膿 暑1擢

194-/63議 型非化学量論窒化クロ囎 膜のRBSIこ よる 山 ロ ズ エ 軸 則日召 ノノ 山・ 貞衛
1

94-/64薇 酷 ぎδ蒔 離 響 雛 渥攣薯繕 過程 京都大 源 子 義家 駆 〃 長{一川雅幸

94-a65繭 チュー購 造をもつ鑛 の陽電硝 滅[こよる 新 潟 大 ・工 北山 翻 ノノ 長谷111雅幸

94-/66金 属一半導体界面の微細構造に関する研究 京 都 大 ・工 奥 健夫 ノノ 山[コ 貞衛

94-/67イ ■ン注入法1こよる遷移金属化合物薄膜の研究 東 北 大 ・工 山EE幸 男 〃 山□ 貞衛

蜘 棚 籔 照糺 たバナジウ蛤 金中の凱 型不糊 名工大 ・工 吉成 修 松井研 松井 醐

94-/69鵬 翻 量齢 響 莫鯛 フェライト鋼の中性子 爺 騨 璽 阿部富甥 ノノ 松井 翻

94-/アOTiALの 強度特性と照射効果に関する研究 東 京 大 ・工 香山 晃 〃 松井 秀樹

脚 僕 矯 凝 圧職 ヤモンドアンビルセ/レの開 大阪大 ・基礎工 天谷 喜一 藩仁科 黒田 葡

94-/72震 聯 雲II-VI族 化合物糖 体のフオト 東北大 ・素柵 一色 実 ・y仁 灘 一郎

脚 嘱 翻 錫 菟雛 橋混合蔚 価白金錯体硫酸塩の 転 大 ・糠 松下 信之 ノノ 黒田 葡

94-/74非 晶質高濃度近藤系の核磁気共鳴 徳 島 大 ・工 大野 隆 鈴木研 鈴木 謙爾

1 94-75非 顕 力/レ]ゲナイドの構造 新 縣 科 大 榴 灘 、ノ 鈴木 調

94-76繍 藁ラス繊 系{こおける分訥 部翻 賭 過程 北髄 大 ・馴 ロ美山 隆 〃 錨 調

94一りアアSic系 アモルファス繊維の構造 大 阪府 大 ・工 岡村 清人 〃 鈴木 謙爾

94-/78グ ラニュラー物質の構造制御とバーコレーション 九 州 大 ・理 小田垣 孝 〃 鈴木 謙爾

94-/ア9ア モルファス物質の 「低工ネルギー励起」 京都大 ・化研 金谷 利治 〃 鈴木 謙爾

94-/8・ 房蕊 瀧 謡 竃翻 護質HeawFe「mi。n躰 大 ・糠 臨 殖 ノノ 剛 兼治

94-/81臨 騙 薪 鋸'aSOア モ/レファス版 応 山 形 大 骸 顯 羅 ・・ 鈴本 調

94一り82離 騒 藷 聯 認 能性簸 イヒ合刎 ラスの 大 阪 工 肝 融 則正 ・・ 鈴本 調

94-/83磁 性超伝導希±類化合物の低温比熱と磁性 東 北 大 ・工 深道 和明 刀 鈴木 謙爾

94細 蝉 ジウムーマグネシア分鞭 イヒ鍮 こ関する研 剣 は ・工 懸 学 ・・ 跡 調
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警 研 究 題 目 所 外 研 究 者 所内研究者
所 属 氏 名 研究室 氏 名

94-185縷 榊 臨 離 群 離 轟 藩機齢 力囎 蜘 大 ・理工1山 名1呆 鈴木石丹 鈴木 繭

94-/86難 腱 移鋸 粒がMtidした貴金属試料の編 襯 副 大 ・理 麟 醇児 ・・ 剛 兼治

94-/8ア 不規則構造系のス[]一ダイナミックスの研究 金 沢 大 ・理 樋渡 保秋 刀 鈴木 謙爾

94-/88屍D癬 即 モルファス合金の麟 こ関する研 九 州 工 類 斎藤 明夫 橋本研 橋本mz

94一り89離 騰 鶉 灘 よび合鋸 膜被覆1こよる而喰 性 北髄 大 ・工 羅 眞浩 ・・ 橋本 功二

94-190墾 欝 茎纈 皮膜{こよる合金の高温醸 性舶 北髄 大 ・工 鍔 英隆 ・・ 橋本 功二

::::麟雛灘 鎌 奪弊箏讐 響蹟∴ ∴ 灘詔呈(
94-19糟 鎌 菜場鑛 する禰 態皮膜の横 こおよ1ま大 阪 大 ・工 細 俊夫 〃 聯 功二

94-194A2-Cu合 金 のアノード酸化挙動 慶 応 大 ・理 工 清水 健一 〃 橋本 功=

94-A95フ ツ化溶液中1こおける材*Stの舳 腐食特性 器国黛 噸 西村 六郎 ・・ 橋本Jn[

94-/96鋸 麺 酸化皮膜の状態分析 霧粘 霧 霧 嘲 克彦 ・・ 橋本 功二

94-/9ア 衝撃圧縮ガラスの生成とその構造 金沢大・自然科学 奥野 正幸 庄野研 庄野 安彦

94-198金 属中における非金属元素の体積と圧縮特性 中央 大 ・理工 深井 有 刀 庄野 安彦

94-199雛 編 樋 形法1こよる金属一TiN系tY結 晶 棚 工大 ・工 鵬 徹 ノノ 螂 艶

94-200解 超証1こ よるCa・Ga・Ge・ 。1・輪 晶の欄 鯨 大 吻 陛研 鵡 嬉 ・・ 螂 艶

94-20/衝 突脱がスに関する実験的研究 東 京 大 ・理 比屋根 肇 〃 庄野 安彦

94-202醗 蕊 鵜 ナイド反鰍 形/反礁 結の基 鯨 大 ・工 相澤 龍彦 ・・ 膣 安彦

94-203TiO,鱒 体超髄 子の1乍製と光膿 欄 大阪Mtll大.工 山下 弘巳 圭曽本研 躰 健(

94-204蕪 凝 論NトZ「 合金1こよるメタノ　/レの水 鹿賠 大 ・工 論 瀬 ノノ 躰{建

94-2・5藷 ニカル'兀 イング[こよる糠 備 発と材料 防 衛 大 木村 †専 ・・ 躰 健

94-2・6鰯 識 系アモ/しファス合金箔の水素透過性{こ辮質轟 擦 臓 直>pa・ ・ 増本{建

94-2・ア 轡 ㈱ 碧 薦 発讐 薦 鵬 状1謙 鍮 東 北 ズ エ 醒 赦 ・・ 増本 健

94-208急 冷凝固高温型形状記憶合金の特性評価 東北大 ・素材研 松本 実yy青 木 清

94-209多 層膜超伝導体の磁束局在と臨界電流 岩 手 大 ・工 池部 学 藤森研 藤森 啓安

94-210反 応スパッタ法によるCU窒 化物の合成 鶴 岡 工 専 鈴木 建二 〃 藤森 啓安

94-21健 圧下肺 ける金臥 工格子の臨 抵魏 果の測 熊 本 大 咳 臨 殖 ・・ 齢 鞍

94-212Mn系 アモル ファス合金の磁性 東 北 大 ・ 工 深道 和明 〃 小尾 淑久
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所 外 研 究 者 所 内 研 究 者

肇 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名

94-213強 相関電子系化合物の相転移の圧力効果 横浜国立大 ・工 佐藤 清雄 藤森研 吉田 肇

9牟21糧 囎 £ル弾 結晶の高融 イUこ関する材糊 酬 大 ・工 醐 貝U幸醐 研 嗣 灘

94-215ワ イドギャップ化合物の欠陥評価 長 岡 大 ・工 飯〔ヨ 誠之 刀 福田 承生

94-2り6高 温高圧溶融法によるZnSe単 結晶の育成 岡山理大 ・理 大森 健三 〃 福田 承生

94-247金 属系化合物の結晶成長に関する研究 大 阪 大 ・工 大[‡】逸雄yy福 田 承生

94-2/8新 自己高調波結晶のレーザー評価 大 阪 大 ・工 佐々木孝友 刀 福E]承 生

94-2/9属i講 纏 臨 霧 翫 素)騰 吉晶育成:結晶 棘 大 哩 堀内 弘2〃 福田 承生

94-220微 量の活性元素添加による耐熱合金の高温酸化 湘 南 工 科 大 天野 忠昭 平井研 Ψ井 飯雄

94-22/MOCVD法 による酸化物薄膜の作製とその評価 山 形 大 ・工 大嶋 重利 刀 平井 敏雄

94-222縄 半導靴 舗 腿 礎触 こ関する研究 鶴 琴学購 向田 雅一 ・・ 平井 叡雄

94-223韻 署き諸 レ成長した酸化物離 の訥 酉己向性 東北大 ・酬 髄 広昭 ・・9・#麟

94-224罷1崖書 歪1叛 一クポリマーを醐 本とし磯 灌麟 津 嬬 松田 実 …P#麟

94-225SiCB、 複合セラミックスの高温酸化 東 北 大 ・工 井口 泰孝 刀 平井 敏雄

94-226プ ラズマ焼結法による傾斜機能材料の作製と評価 琉 球 大 ・工 銘苅 春栄 〃 平井 敏雄

94-227工 礼 ギー変換材料の醗 こ関する研究 鵜 欝 鰐 濾 正之 ・ノ 平井 鵬

94-228駄 壽i短脇 闘 贔 アス鍮 の結晶化挙動[こ 愛 媛 大 ・工 猶原 隆 井上研 井上 明久

94-229Al-Pd-Mn系 準結晶の磁気抵抗と弾性定数 岩 手 大 ・工 吉澤 正人 〃 井上 明久

9牛23嘱 モルファス合金の急速騰 下の挙動{こ関する研 齢 大 ・工 早乙嫌 典 ・・ 井上 明久

:94-231』 羅NI-Al給 金液体備 造1こおよぼす熱慶 姫肛 大 ・工 山崎 徹 ・・ 井上 明久

94-232鰭 醗 威 欝 墨 羅 藷 欝 金1こおける非 熊 本 大 ・工 醐 稔 〃 井上 明久

94-233摺 で囲まれたt7準 結晶の生成とその翻 的 鼎 言璽 ㌍ 渡部 充 〃 井上 明久

94-234蓋 鰯 粛 ム基二元アモ/レファス合金幅 盤 化 柵 大 ・鉱 闘 豊 ・・ 井上 明久

94-235ア ルミニウム基準結晶の超塑牲に関する基礎研究 大阪府立大 ・工 東 健司yy井 上 明久

94-236金 属間化合物Ni3(si,Ti)中 の水素分布の可視化 室 蘭 工 業 大 斎藤 英之 花田研 高杉 隆幸

94-237鮎 彰薯ウム合釦 麺 顔!こ及[ます鷹 肛 条 細 ズ 鉱 趾 道弘 ・・ 細 修治

9牟238Bi系 高温超伝導材料の臨界電流密度と組織 秋 田 大 ・鉱 永田 明彦yy花 田 修治

94-239Ni,A② の高温強度改善 岩 手 大 ・工 千葉 晶彦yy花 田 修治

94-24・ 〕型 鋸 間化舗 の高温魏 と転位組織 寓肛 輩高糠 調 光彦 ・・ 諦1算
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饗 研 究 題 目 所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
所 属 氏 名 研究室 氏 名

94-24/TiNiア モ/レファ湘 の構造とその結晶化過程 李阪轟 襟 中田 芳輯 細 頼 賢二

94-242鉄 合金の一次相転移過程のHREMに よる研究 大阪大 ・基礎工 大嶋隆一郎 〃 平賀 費二

94-243遷 移金属/Si系 における界面反応の電顕観察 北見工 大 ・工 佐々木克孝 刀 平賀 賢二

94-244規 則格子型準結晶の構造研究 名古屋 大 ・工 石政 勉 〃 平賀 質二

94-245嚢 鰭 能融 微鏡[こよる常温接合界酬 灘 翻 礫 撃 佐々木 元 〃 轄 費二

94-3・1蔚 超騰 体傭 粥 造と超{云導特性の理翻 研 品 駄 ・工 前ll順 通 立柵 立木 昌

9牛302嚢 温超麟{こ おけるキヤIYア+プ 簾 の研 静岡大・電工研 福田 姓 ・・ 立本 昌d

94-303高 圧力下でのタンパク質の結晶成長 東京大 ・物性研 八木 健彦 小松研 小松 啓

94-3・暢 繰/STS〔 こよる鋸 アイランド傭 子騰 京 都 大 ・工 酒井 明 桜井研 桜井 利夫

94-3G5勤 薩i夢 用いたIII-v族 化舗 鱒 体麺 の 大阪府立大 ・総 坂田 東洋 桜柵 桜井 利夫

94-306Sl中 の酸素の集合過程に及ぼす酸素濃度の影響 金 沢 大 ・教 馬替 敏治 角田研 角野 浩二

9牟30襟 繍 ターの形成過程の第一原理分子動力学1こ騰 隅 簡 池庄覗 夫Jll添 研 川添 良幸

94-3・8;≧ ンの吸着週勧 コンピュータシミュレ{青 森iAr大 学 神山 博 刀 川添 良幸

94-309誰 翻2縷 こおける極耀 ボロン09動 と 棘 大 ・工 細m醤 石硲 野 満

94-3to各 種炭素材料の照射損励 研究 核融合醗学研究 細 耕治 農 帰di・ 賄

94-3/1イ オン注入した無機鵬 晶のイか ピー癬 析 認 瀞 難 躰 洋 抵)器 山・ 繭

94-3/2梁 鴇i魏 絶 聖 璽 馨 坦蔀 担勢 野 青森虹 大学 神山1専 松細 松井 秀樹

94-3り3非 晶質物質の動的構造の研究 神 戸 大 ・理 新井 正敏 鈴木研 鈴木 謙爾

94-314Spray-ICP法1こ よるイ云潮 酸吻 胎 成 韻 大.理 工 講 正光 庄騨 香川 昌宏(

94-315Sm--00ス パ ツタ薄膜の保磁力U」 形 大 ・工 森田 博昭 藤森研 藤森 啓安

94-316繍 翫 奪瀟 舞ランタノイドイか の選択 綱 大 ・理 菅沼 英夫 ・㈱ 佐藤伊鵬
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